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妙
観
察
智

妙
観
察
智
と
は
宇
宙
一
大
構
紳
の
一
一
切
知
態
に
内
容
無
謹
の
性
相
を
包
含
し
、
賞
に
蕪
性
豊
富
な

る

ζ

と
十
方
三
世
一
切
の
事
理
を
包
含
し
て
遺
す
こ
と
な
し
。
例
へ
ば
鷹
身
の
標
章
の
華
駿
三
昧
海

裏
に
、
十
方
三
世
一
切
の
依
正
物
心
と
し
て
嫡
現
せ
g

る
な
き
が
如
〈
、
宇
宙
金
値
の
内
容
に
含
蓄

せ
る
物
象
と
心
象
と
を
間
接
し
顕
示
す
る
を
用
と
す
。

宇
宙
開
一
切
の
物
質
心
質
は
小
宇
宙
と
す
れ
ば
理
性
即
ち
察
知
性
具
せ
ぎ
る
ち
の
な
し
。

察
智
は
内
容
を
啓
示
す
る
性
な
り
。

法
傭
の
察
智
態
は
之
を
察
す
る
に
難
か
ら
ん
。
分
り
易
か
ら
ん
が
錦
め
に
、
法
備
の
模
塑
た
る
穂

掌
が
、
所
化
の
衆
生
を
度
す
る
に
、
機
根
を
観
じ
て
説
法
し
て
共
が
心
霊
を
啓
示
す
る
一
例
を
示
せ

t! 
、
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蒋
掌
霊
山
に
在
て
金
波
羅
華
を
捻
っ
て
衆
に
示
す
。
百
千
の
大
衆
共
意
を
領
せ
今
。
迦
葉
濁
&
リ
都

然
と
し
て
大
悟
し
て
破
顔
微
笑
す
。
時
に
牟
尼
迦
葉
が
心
霊
啓
畿
し
た
る
こ
と
を
印
可
す
る
に
、
我

に
正
法
眼
旗
浬
般
市
妙
心
あ
b

、
今
迦
葉
に
附
属
す
と
。

標
掌
の
察
智
の
光
、
迦
葉
の
察
智
を
刺
激
し
て
大
悟
せ
し
む
。
迦
葉
に
し
て
察
智
熟
せ

g
れ
ば
華

を
見
て
何
か
あ
ら
ん
。
他
の
大
曾
は
各
察
智
を
具
す
れ
E

も
未
だ
熟
せ
g
る
が
故
に
大
悟
す
る
こ
と

能
は
や
J
O
然
れ
E

も
人
察
智
を
具
せ
F
る
も
の
な
し
。
各
其
分
に
臆
じ
て
察
智
を
働
か
せ
E

も
霊
を

開
接
す
る
に
室
ら
F
る
な
り
。

ま
た
孔
子
が
其
高
弟
顔
聞
に
艶
し
て
、
終
日
回
は
言
は
や
、
愚
な
る
が
如
し
、
然
れE
も
其
私
を

省
れ
ば
、
以
て
接
す
る
に
足
れ
り
と
。
聞
は
-
隅
ケ
聞
い
て
三
隅
を
知
る
と
。
孔
子
の
察
智
内
に
動

き
て
言
は
に
詮
表
す
。
一
隅
あ
れ
ば
闘
の
察
智
は
却
て
三
隅
ま
で
を
接
明
す
と
。

す
ぺ
て
人
類
に
は
察
智
の
性
あ
る
が
故
に
、
我
と
彼
と
の
言
語
相
遁
じ
意
志
相
ひ
曾
し
て
融
遁
す
9

教
育
に
知
能
を
砕
殺
す
と
云
ふ
も
、
巳
に
児
童
の
心
性
に
察
智
の
位
、
裡
よ

b

排
か
ん
と
す
る
に
敬



育
を
以
て
之
を
資
け
て
知
能
を
閥
単
開
せ
し
む
る
如
き
、
人
類
の
如
き
は
意
識
的
知
能
啓
接
す
る
も
、

こ
の
察
智
性
は
、
動
物
に
も
生
物
に
も
、
不
識
的
に
、
此
と
同
じ
き
形
式
具
は
れ
b
o

妙
観
察
智
と
は
意
識
的
の
知
能
な
れE
も
、
本
然
智
態
に
は
物
質
と
心
質
と
同
一
の
南
方
面
な
れ

ば
、
観
察
の
主
髄
と
資
料
と
な
る
。

生
物
生
活
の
形
式
に
、
植
物
生
殖
作
用
仁
は
、
雌
雄
雨
性
の
二
細
胞
相
ひ
合
し
て
、
交
戚
字
臆
し

て
、
第
二
の
新
植
物
を
接
生
す
る
と
同
じ
c

、
動
物
に
於
て
も
相
ひ
異
れ
る
雨
性
の
交
戚
結
合
に
よ

b
'

て
生
殖
作
用
あ
る
が
如
し
。

知
能
開
稜
に
於
て
は
師
資
の
聞
係
に
よb
て
資
者
の
智
能
を
間
接
す
る
が
如
心
。
宗
敬
に
は
神
人

戚
臆
に
よ
り
て
心
霊
を
閥
横
し
て
塞
子
と
な
す
が
如
し
。

大
に
し
て
は
宇
宙
現
象
界
、
し
犬
睡
の
建
屋
の
如
き
は
、
生
れ
ん
と
す
る
卵
に
し
て
、
太
陽
に
至
つ

て
は
己
に
開
捷
按
蓮
し
て
、
園
満
に
自
己
の
性
能
を
活
動
す
。

賞
に
無
窮
の
天
睡
は
蕪
性
に
属
す
る
察
智
態
に
開
癒
せ
ら
れ
た
る
自
然
界
な
b
o

一
一
六
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二
大
八

宇
宙
本
髄
が
議
性
の
察
智
態
と
す
れ
ば
、
い
か
な
る
慮
と
し
て
か
開
礎
的
事
業
の
行
は
れF
る
属

か
あ
ら
ん
。

察
智
に
は
、
自
然
界
に
ぱ
天
地
及
び
寓
物
を
天
則
秩
序
に
叢
生
す
る
雌
雄
交
戚
の
如
告
、
ま
た
智

能
間
接
に
も
師
資
の
闘
係
を
な
す
如
き
、
自
然
規
定
生
理
的
規
定
の
中
に
、
戚
臆
受
化
の
性
を
備
へ

-
E
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}
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そ

集
智
は
人
の
心
理
に
云
は
ば
、
知
費
思
想
々
像
直
畳
の
如
き
、
外
は
戚
畳
よb
受
り
た
る
こ
と
に

劃
し
て
之
に
概
念
を
下
し
自
己
の
理
性
に
訴
へ
て
思
想
観
察
を
下
す
が
如
き
、
先
天
の
理
性
と
後
天

の
経
験
主
を
調
和
し
、
ま
た
剣
断
す
る
如
き
、
ま
た
理
性
に
基
き
て
想
像
を
構
成
し
て
理
想
を
作
b

、

ま
た
戚
畳
よ
り
受
け
た
る
ち
の
を
観
察
工
夫
し
て
之
を
開
説
明
す
美
的
優
像
之
に
伴
ふ
。

自

然

界

他
の
刺
激
に
よ
り
て
自
性
を
間
接
す
る
佐



宇
宙
は
一
大
霊
智
に
開
示
せ
ら
れ
た
る
自
然
的
方
面
と
す
れ
ば
、
自
然
界
は
相
待
規
定
な
る
も
本

開
館
よ
り
開
展
せ
ら
れ
た
る
雨
面
な
れ
ば
、
相
E
の
戚
臆
作
用
行
は
れ
ぎ
る
慮
な
し
。
太
陽
よ
り
分

娩
せ
ら
れ
た
る
地
球
な
る
も
本
同
一
の
物
質
が
今
日
に
し
て
は
太
陽
と
地
球
と
は
陰
陽
其
性
質
を
異

に
す
0
(
陰
陽
と
は
し
ば
ら
く
俗
に
従
ふ
)
此
の
陰
陽
雨
動
の
交
戚
字
臆
に
よ
り
て
地
球
に
於
て
す
べ

て
の
有
機
物
即
も
動
植
物
を
養
生
す
。
腸
動
が
接
す
る
能
力
を
陰
動
な
る
地
は
之
を
受
げ
て
、
決
酸

水
窒
等
を
化
合
し
て
植
物
を
養
ふ
。

陽
春
陽
気
に
戚
臆
し
て
嫡
漫
と
し
て
百
花
麗
し
き
を
呈
す
る
が
知
き
、
ま
た
す
ぺ
て
の
動
物
仁
於

て
ち
植
物
に
よ
り
て
替
養
を
求
め
無
数
億
兆
の
生
育
す
る
、
皆
此
の
戚
臆
作
用
に
よ
ら
ぎ
る
な
し
e

若
し
天
憧
陰
陽
雨
動
の
自
然
的
戚
騒
な
か
ら
ん
か
地
球
に
一
の
生
物
な
き
に
至
ら
ん
。

偉
哉
硫
性
妙
観
察
の
性
。
わ
づ
か
一
方
面
の
自
然
に
於
て
す
ら
是
の
如
し
。

畠
ユ
1

ト
シ
が
物
理
の
法
則
を
義
明
し
た
る
も
同
じ
〈
精
神
察
智
に
あ
ら
や
J
や
。

察
智
は
交
感
受
臨
服
し
て
受
化
す

-
一
六
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自
然
界
に
生
物
生
理
性
に
於
て
含
有
せ
る
察
智
戚
癒
字
化
の
理
は
、
植
物
の
生
殖
作
用
は
麗
し
き

を
呈
し
芳
し
き
を
流
す
花
の
開
〈
時
に
あ
b

て
、
生
殖
作
用
は
全
〈
性
質
の
異
b

た
る
爾
性
の
ニ
細

胞
が
合
一
す
る
に
依
て
成
る
も
の
と
す
。
或
る
花
の
如
き
雄
薬
の
蔚
中
に
成
れ
る
花
粉
を
雌
薬
の
柱

頭
に
達
す
れ
ば
其
水
分
を
吸
牧
し
て
花
粉
管
を
経
て
子
房
内
に
遣
し
怪
珠
の
孔
を
遁
じ
て
珠
心
の
頂

結
に
遣
し
、
臨
嚢
の
原
形
質
よb

一
の
卵
を
麓
成
す
る
の
に
受
精
せ
し
む
。
而
し
て
卵
細
胞
は
膜
を

生
じ
て
漸
衣
長
成
し
後
一
個
の
新
植
物
を
錯
す
ぺ
き
駆
と
成
b

脹
嚢
の
中
に
存
す
。
而
し
て
怪
嚢
は

腿
乳
を
作
り
て
養
ひ
以
て
艇
珠
は
種
子
と
な
る
。

か
く
植
物
の
戚
臆
的
作
用
に
よ
り
て
新
植
物
を
造
化
す
る
は
不
識
的
の
交
戚
即
も
察
智
の
妙
用
に

外
な
ら
4
7
0

察
智
が
心
霊
的
事
霊
を
交
戚
せ
し
め
字
化
し
て
霊
化
の
塾
子
た
ら
し
む
る
は
、
意
識
不
識
、
霊
と

非
霊
と
の
直
別
は
あ
る
も
、
交
戚
字
鷹
に
よ
り
て
事
胎
を
な
さ
し
む
る
現
に
於
い
て
は
同
一
の
形
式

な
ら
ぎ
る
ぺ
か
ら
歩
。



例
へ
ば
植
物
の
臨
嚢
の
卵
細
胞
に
受
精
す
る
が
如
〈
、
吾
人
が
心
霊
の
察
智
は
信
と
愛
之
の
金
心

会
幅
を
謹
し
て
如
来
の
霊
贈
を
渇
仰
す
。
宗
教
的
街
動
神
的
憧
僚
等
は
思
寵
を
受
容
せ
ん
と
の
準
備

な
り
。事

霊
交
戚
の
準
備
た
る
人
の
心
理
に
於
て
は
知
力
的
察
智
を
以
て
先
駆
と
す
。
察
智
光
づ
三
除
に

入
っ
て
聖
一
霊
が
旭
の
如
〈
虹
の
如
く
に
表
象
し
て
、
ま
た
異
金
色
闘
光
徹
照
し
て
端
正
無
比
な
る
表

象
を
以
て
、
察
智
心
霊
の
嘩
々
と
な
る
。
翠
霊
戚
臆
し
八
面
玲
璃
歌
天
喜
地
言
語
の
及
ぷ
所
に
あ
ら

十

感
熔
に
よ
り
て
震
胎
を
な
す

問
。
心
霊
の
事
霊
交
戚
を
植
物
の
生
殖
作
用
に
例
す
。
然
る
に
植
物
に
於
て
は
雄
薬
の
精
を
受
げ

し
雌
薬
は
魅
し
て
調
子
と
な
る
。
無
形
の
震
性
に
於
て
も
客
健
よ
り
尊
霊
戚
宇
ぺ
き
も
の
哉
。
綿
花

自
己
の
霊
性
を
間
接
す
る
の
み
か
と
。

回
一
・
じ



三
七
二

答
て
。
此
理
甚
深
。
本
よ
り
心
霊
無
形
に
し
て
質
碍
の
精
物
ゐ
・
9

て
戚
守
る
に
あ
ら
歩
。
然
れ
F

も
宗
教
に
し
て
一
の
無
表
物
の
塞
霊
の
霊
威
に
接
せg
る
べ
か
ら
4
7
0人
は
本
と
臓
性
よ
b

賦
せ
ら

れ
た
る
理
性
あ
り
。
ま
た
宗
教
的
衝
動
た
る
察
智
の
性
は
天
則
理
性
に
具
有
し
て
、
主
僅
は
岐
に
準

備
す
れ
E

、
自
己
は
個
髄
の
生
娘
機
能
よ
り
菓
り
た
る
垢
質
あ
る
の
み
な
ら
や
J
天
然
の
精
紳
般
態
は

非
霊
態
な
り
。
此
の
開
接
の
規
定
形
式
は
精
や
同
じ
き
ち
内
容
に
於
て
は
其
相
数
多
な
り
。

輝
門
に
て
は
一
の
公
案
に
例
へ
ば
隻
手
の
菅
聾
に
よ
り
て
専
心
工
夫
し
、
察
智
の
門
開
〈
時
自
己

の
異
質
現
性
と
宇
宙
の
一
大
理
性
と
は
本
一
睡
な
り
と
程
遠
す
。

吾
門
に
於
て
は
、
如
来
の
金
徳
を
表
明
す
る
霊
名
を
専
心
に
稀
へ
て
塞
霊
の
賞
現
を
い
の
る
。
如

来
の
震
性
を
た
し
か
め
得
る
は
察
智
なh
y
o

察
智
に
よ
り
て
霊
先
現
前
し
て
如
来
の
大
岡
安
と
自
己

主
は
自
観
的
に
は
無
碍
一
躍
なh
。
そ
れ
よ
り
如
来
異
我
中
の
一
員
た
る
我
と
な
b

て
、
自
我
と
一

大
異
我
t

霊
光
相
ひ
交
映
し
、
十
方
洞
然
と
し
て
無
碍
な
る
中
に
、
若
し
臆
身
を
観
れ
ば
、
天
に
旭

陽
の
日
升
る
が
如
〈
、
異
金
色
に
慈
悲
と
智
慧
と
の
表
象
法
身
即
も
稗
迦
三
十
二
相
観
念
界
中
に
傍
観



す
霊
性
現
じ
来
れ
ば
、
主
盟
主
客
躍
と
異
に
あ
ら
手
。
然
れE
も
植
物
の
受
精
と
同
じ
〈
、
無
表
色
の

事
霊
を
威
令
る
に
非
ぎ
れ
ば
、
全
〈
法
王
の
草
子
と
な
っ
て
霊
的
生
命
に
復
活
す
る
こ
と
能
は
歩
。

現
じ
来
れ
ば
客
健
よ
り
京
b

し
も
の
な
き
の
み
に
あ
ら
や
、
従
前
の
主
腫
と
計
度
し
燕
h

し
も
の

も
亡
じ
、
無
明
滅
し
て
明
現
前
す
。
震
を
客
慢
に
蹄
せ
し
め
ば
絶
封
客
健
に
し
て
、
自
己
巳
に
亡
じ

去
り
ぬ
0
1
宝
腫
主
健
自
己
の
霊
性
開
殺
し
来
る
も
従
来
の
自
己
に
あ
ら
子
。

心
界
は
寂
莫
た
る
月
夜
の
如
き
の
み
な
ら
守
、
春
日
花
林
に
遁
蓬
す
る
極
楽
界
な
り
。

察
智
は
一
大
理
性
の
心
霊
界
に
微
妙
症
巌
の
美
天
闘
を
頴
は
し
、
大
小
意
に
随
ひ
、
襲
現
意
に
稀

は
し

h
u
o

宇
宙
杢
腫
察
智
態
。

四

智

関

係

ご
し
屯
=
一
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如
来
の
四
智
本
よb
別
に
僅
あ
る
に
非
歩
。
如
来
本
一
大
心
霊
の
活
動
に
つ
い
て
四
分
類
を
す
る

の
み
。
大
髄
よ
り
は
圃
智
の
線
相
よ
り
察
智
等
に
次
第
す
ぺ
き
も
、
こ
の
四
相
を
知
、
り
易
か
ら
ん
が

鋳
め
に
は
察
智
よ
ち
研
究
す
る
が
便
利
と
な
す
。

此
を
暫
ら
く
、
大
宇
宙
の
一
分
た
る
人
類
の
心
理
分
類
に
し
て
も
、
線
相
の
観
念
認
識
よ
ち
研
究

す
る
よ
り
は
寧
ゐ
戚
畳
知
魔
よb
研
究
す
る
を
便
利
之
な
す
。
例
せ
ば
戚
畳
は
外
界
の
刺
激
に
よ
り

て
其
相
を
受
容
し
て
戚
官
よ
り
臓
に
遣
し
、
精
神
は
之
に
劃
し
て
戚
費
し
、
次
に
知
魔
し
、
記
憶
想

傑
思
想
直
畳
等
は
知
力
即
も
察
智
に
属
す
。
次
に
執
意
自
我
等
は
理
智
に
よ
り
て
統
一
せ
ら
る
。
自
疋

れ
性
智
に
し
て
認
識
友
ぴ
観
念
は
総
相
に
し
て
周
智
に
配
す
。

察
智
は
戚
畳
よ
ち
受
付
た
る
資
料
に
劃
し
て
、
概
念
よ
り
判
断
す
る
に
は
、
外
界
の
経
験
よ
り
得

た
る
t

、
自
己
に
存
す
る
理
性
と
を
、
よ
〈
/
、
E

健
見
方
を
照
合
し
て
、E
嘗
な
る
慮
の
断
定
を
下
す
。

察
智
は
推
理
に
演
緯
と
蹄
納
の
雨
方
面
よ
h

推
察
す
。
演
緯
と
は
先
天
に
は
寓
物
は
互
に
隔
別
の

如
〈
孤
立
的
な
る
も
、
一
の
理
性
に
系
統
せ
F

る
な
し
。
故
に
自
己
の
先
天
的
理
性
の
理
智
に
基
き



て
推
理
を
施
す
普
偏
の
理
系
に
基
づ
〈
。
婦
納
と
は
後
天
に
し
て
戚
畳
よ
ち
得
た
る
経
験
に
基
き
断

定
を
な
す
特
別
の
場
合
を
論
守
る
な
b
o

捕
縛
は
綜
合
的
に
し
て
崎
納
は
分
解
的
、
二
者
本
よb
相
ひ
異
る
に
非
子
。
戚
畳
と
理
智
と
の
雨

面
に
艶
す
る
察
智
の
作
用
なh
v
o

四
智
の
中
に
於
て
闘
智
と
性
智
と
は
観
念
と
理
性
、
即
も
相
と
性
と
に
し
τ
、
普
偏
的
な
L
9
0

作

費
智
は
特
殊
に
し
て
、
外
界
特
殊
の
寓
物
を
受
容
す
。
察
智
は
特
殊
的
の
象
相
と
普
偏
性
と
の
隻
方

を
照
曾
す
。

一
大
観
念
態
は
普
偏
的
に
し
て
不
可
分
割
な
・
9
0

個
々
無
碍
交
照
無
碍
なb
o

提
智
は
宇
宙
寓
象

若
し
は
物
質
若
は
心
質
?
と
し
て
特
殊
な
ら
ぎ
る
も
の
な
し
。
特
殊
の
物
々
と
観
念
と
理
性
と
に
一

貫
せ
ら
る
、
が
故
に
、

切
の
物
φ

に
各
々
戚
畳
性
あ
り
て
特
殊
的
に
威
発
し
な
が
ら
、
普
偏
性
に
統
一
せ
ら
る
、
が
故
に
、

一
物
が
普
偏
の
理
性
に
系
っ
て
一
切
に
逼
す
。
之
を
一
即
一
切
と
云
ふ
。

一
切
が
各
一
切
を
各
交
照
す
。

三
七
五



-
一
七
大

例
へ
ば
、
頴
微
鏡
を
以
て
も
見
る
能
は
ぎ
る
人
の
戚
元
質
の
小
な
る
物
も
、
其
れ
に
無
窮
の
天
髄

無
数
の
星
宿
を
容
る
、
に
鈴
り
あb
o

一
に
一
切
を
容
牧
す
る
が
知
〈
、
一
切
の
個
々
に
、
各
一
切

の
個
々
を
容
る
\
ま
た
然
り
。
閲
智
の
普
編
的
観
念
態
と
特
殊
の
戚
費
的
の
物
々
と
の
関
係
は
、

巳
に
是
の
如
〈
な
る
の
み
な
ら
今
、
人
々
戚
援
の
奥
に
察
智
な
る
も
の
あ
り
て
、
ま
た
同
一
理
性
な

る
も
の
あ
り
。
之
に
依
て
自
己
の
胸
中
に
智
力
戚
情
執
意
等
あ
る
が
故
に
、一
切
の
個
冷
に
ち
同
一

の
形
式
あ
h
v

、
ま
た
種
ι
干
の
内
容
あ
る
こ
之
を
察
す
。
之
に
由
っ
て
観
れ
ば
、
華
最
の
事
理
無
碍
、

事
無
碍
、
理
無
碍
、
事
ι
v無
碍
の
談
も
、
決
し
て
憶
設
に
あ
ら
歩
。
如
来
性
中
の
一
員
た
る
個
人
に

は
、

一
大
宇
宙
金
程
の
如
来
の
一
模
塑
た
る
こ
と
疑
ひ
な
し
。

表
情
言
語
等
の
察
智

人
は
自
己
の
親
愛
し
愛
慕
す
る
人
は
、
た
と
ひ
千
山
高
水
を
隔
っ
と
も
己
が
察
智
は
之
れ
が
表
象

を
取
り
て
戚
鷹
同
交
し
て
其
の
表
象
を
其
目
前
に
現
は
す
。



ま
た
他
人
と
膝
接
し
て
彼
が
内
心
の
事
情
を
言
語
に
詮
表
す
。
然
る
に
但r
符
披
に
す
ぎ
F
る
言

語
会
受
付
自
己
の
察
智
は
之
を
鶴
詳
し
て
彼
が
意
志
の
如
何
を
誠
る
。
ま
た
他
人
の
暴
動
を
見
て
彼

が
意
志
の
在
る
慮
を
察
す
る
如
き
は
、
彼
と
我
と
は
身
睡
も
精
神
ち
別
々
な
る
も
、
本
一
大
共
通
の

動
あ
り
て
、
戚
臆
紳
遁
し
て
之
を
察
す
る
こ
と
を
得
。

美
術
に
よ
り
て
霊
界
を
察
す

戚
血
克
を
超
絶
し
た
る
如
来
甚
深
の
境
界
は
言
語
も
及
ば
ざ
る
慮
な

b
o

然
れ
E

ち
人
に
察
智
の
賦

典
せ
ら
る
、
所
あ
h
リ
て
察
智
は
能
〈
思
想
観
察
し
て
甚
深
の
境
界
を
把
住
す
。
帯
土
憂
多
羅
の
務
相

は
丹
彩
以
て
滞
土
の
理
想
を
表
象
し
た
る
も
の
な
り
。
然
れ
共
宗
教
的
天
才
即
ち
察
智
は
此
の
表
象

が
自
己
の
思
考
に
よ
b

て
字
化
し
て
、
生
げ
る
啓
示
と
し
て
自
己
の
心
霊
界
の
浮
土
に
榊
を
優
遊
せ

し
む
。

唐
の
善
導
大
師
曾
て
滞
土
の
鍾
相
を
見
て
志
気
勃
然
と
し
て
日
〈
、
抽
脚
を
帯
土
に
栖
ま
せ
歩
ん
ば

二
七
七



二
七
八

鷲
ん
ぞ
解
脆
を
得
ん
と
。
粉
彩
の
圃
査
は
導
大
師
の
柿
を
し
て
浮
土
に
優
避
せ
し
む
る
に
至
る
。

経
に
一
人
の
比
丘
あ
り
。
大
菩
提
心
を
礎
せ
り
。

比
丘
能
〈
此
の
掌
像
に
よ
り
て
思
想
観
察
し
備
現
前
三
昧
を
得
た
り
と
。
悌
像
は
よ
〈
智
悲
出
浦
の

一
の
偶
像
の
相
好
固
満
に
し
て
最
も
美
な
b
o

徳
を
表
象
す
。
察
智
は
是
の
表
象
を
把
っ
て
自
己
の
心
霊
を
し
て
活
り
る
念
悌
三
昧
と
は
な
し
ぬ
。

若
し
は
美
術
に
よ
り
て
表
象
せ
ら
る
、
、
或
は
天
然
の
美
に
し
て
ち
美
を
表
象
せ
る
込
の
は
、
察

智
の
客
観
的
象
相
な
れ
ば
、
是
に
劃
す
る
人
の
主
観
に
あ
る
察
智
は
之
と
戚
畳
相
捗
し
て
心
霊
を
し

て
優
遊
せ
し
む
。

表
象
は
察
智
の
客
観
態

如
来
の
寵
児
た
る
遺
惇
と
し
て
典
へ
ら
れ
た
る
人
の
察
智
は
神
秘
の
甚
深
不
思
議
の
霊
相
に
契
悟

せ
ん
が
矯
め
に
、
宗
数
的
衝
動
紳
的
憧
僚
と
し
て
人
の
宗
教
的
理
想
と
し
て
衝
動
す
。

其
の
理
想
は
自
己
の
精
神
に
表
象
を
形
成
す
。
美
術
重
像
ま
た
自
然
界
の
美
に
し
て
も
、
其
表
象



は
自
己
の
心
眼
の
前
に
技
映
し
、
こ
の
察
智
に
よ
る
が
故
に
、
こ
の
自
然
界
主
超
絶
し
た
る
霊
界
と

に
紳
遁
交
威
し
、
経
に
設
り
る
十
高
信
土
を
も
紳
遁
優
避
し
入
功
徳
池
に
紳
を
帯
し
七
賓
林
仁
遺
遁

し
て
築
む
こ
と
を
得
。
察
智
は
よ
〈
常
に
今
現
に
在
し
て
説
法
す
る
を
開
〈
こ
と
を
得
。

稗
掌
は
二
千
数
百
年
の
昔
肢
に
肉
値
は
ク
ジ
ナ
の
鶴
林
に
別
を
告
げ
給
ひ
し
も
惰
の
智
者
大
師
が

法
華
三
昧
の
定
中
に
は
霊
山
一
曾
禾
散
の
表
象
は
俄
然
た
り
。

管
に
天
台
大
師
の
み
な
ら
ん
や
、
吾
人
に
紳
秘
を
開
〈
鏑
と
し
て
奥
へ
ら
れ
た
る
霊
智
は
、
,c, .. 

に
悌
を
見
ん
と
の
態
念
と
な
b

、
陵
々
た
る
満
月
の
相
好
は
心
眼
の
前
に
傍
線
北b
o

伽
耶
遁
場
の

菩
提
樹
下
の
正
畳
の
嘗
時
、
温
乎
と
し
て
先
頭
説
々
た
る
霊
象
は
吾
人
の
想
像
に
宛
然
た

b
o

察
智

の
如
何
を
悟
ら
g

る
徒
が
か
、
る
設
を
耳
仁
せ
ば
果
し
て
之
れ
妄
想
な
り
と
簡
は
ん
。
よ
し
ゃ
妄
想

-
9』
言
ふ
る
、
か
、
る
心
理
作
用
は
何
れ
よb
出
で
京
b

し
ゃ
。
察
智
は
宇
宙
紳
秘
の
臓
を
開
〈
ぺ
き

が
鋳
め
に
典
へ
ら
れ
賦
興
せ
ら
れ
たb
d
o
人
々
巴
に
斯
の
如
〈
四
智
の
形
式
を
具
備
せb
o

ま
し

τ

況
ん
や
一
一
切
を
約
束
す
る
一
大
原
理
た
る
如
来
に
四
智
本
然
と
し
て
具
備
せ
ぎ
る
ぺ
り
ん
や
。

二
七
九
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国
民
善
美
と
察
智

如
来
の
一
大
心
霊
慢
な
る
宇
宙
に
は
異
善
美
あ
り
。
之
を
四
智
に
配
せ
ば
、
異
は
閏
智
善
は
理
性

智
美
は
戚
畳
智
な
り
然
る
に
其
の
真
善
美
を
し
て
よ
〈
異
善
美
た
る
異
債
を
頴
は
す
も
の
は
察
知
日
な

り
。

察
智
は
大
国
智
の
光
明
に
よ
っ
て
宇
宙
異
象
を
照
し
是
仁
依
て
蔦
物
の
具
と
非
異
と
を
察
し
て
異

た
る
を
知
る
。
察
智
は
理
性
に
照
し
て
善
と
非
善
之
を
剣
断
す
。
戚
畳
に
よb
て
差
別
の
寓
象
を
照

し
、
察
智
は
菅
に
直
戚
に
止
ま
ら
歩
賞
在
よ
り
遊
離
し
た
る
美
的
椴
象
と
し
て
存
す
。

戚
魔
に
は
賞
戚
即
ち
客
観
の
物
象
の
貰
在
を
賞
威
し
た
る
の
み
に
あ
ら
子
、
之
を
受
付
て
意
識
の

内
容
と
し
て
、
俄
然
た
る
理
想
的
貿
在
を
有
す
。

察
智
は
智
性
な
り
。
美
的
は
戚
性
な
り
。
察
智
に
は
戚
費
よ
り
受
り
た
る
ち
の
に
つ
い
て
、
之
を
考

察
す
る
占
共
に
、
英
作
用
の
結
果
と
し
て
、
意
識
中
に
現
は
れ
た
る
寓
象
に
し
て
、
智
性
に
伴
ふ
。



之
を
美
的
般
象
と
云
ふ
。

ま
た
戚
魔
は
知
賓
の
材
料
た
る
の
み
に
あ
ら
守
し
て
、
戚
情
の
資
料
なb
o

否
な
戚
費
そ
れ
自
身

は
知
畳
よ
b

は
寧
ろ
戚
性
な
b
o

そ
こ
で
外
界
よ
b

美
的
戚
畳
に
刺
激
せ
ら
れ
て
戚
畳
が
之
を
直
戚

す
る
に
止
ま
ら
守
し
て
、
之
を
察
智
の
内
容
に
於
て
、
理
想
的
賞
在
と
し
て
戚
今
る
時
に
於
て
、
始

め
て
美
的
仮
象
と
な
る
。
故
に
妙
観
察
智
に
は
知
力
的
の
み
に
偏
狭
な
る
に
非
子
。

妙
観
察
智
は
主
観
よ
h
v

は
観
念
と
理
性
の
大
海
を
そ
な
へ
、
客
観
よ
b

は
戚
性
知
性
の
戚
畳
を
受

容
し
て
意
識
内
容
に
於
て
考
察
し
戚
味
す
。
戚
畳
は
客
観
の
物
的
賞
在
の
理
想
に
表
象
し
て
、
微
妙

不
可
思
議
な
る
美
的
偲
象
と
な
る
。
美
的
仮
象
は
共
を
惹
起
し
た
る
賞
在
よh
遊
離
し
、
叉
其
を
知

畳
す
る
所
の
意
識
作
用
よ
A
V

ち
遊
離
す
。
現
物
を
見
た
る
共
の
客
観
賞
在
よ
ち
優
避
す
る
の
み
に
ゐ

ら

4
7、
真
に
自
己
の
精
神
自
我
そ
の
も
の
を
も
意
識
作
用
よ
b

遊
離
す
。

美
的
観
象
は
宗
教
に
於
て
神
秘
の
妙
境
に
至
っ
て
最
善
深
なb'
O

例
せ
ば
念
悌
三
昧
を
修
す
る
行

者
あ
り
。
始
め
に
一
の
丹
影
よ
り
な
れ
る
金
色
の
形
像
を
縁
じ
て
、
之
に
思
想
観
察
し
て
憶
念
す
る

-
一
八



二
八
二

こ
と
最
ち
深
刻
な
り
。
絡
に
聾
盲
痴
人
の
如
〈
に
し
て
三
昧
に
入
る
時
は
、
官
在
よ
り
遊
離
し
て
、

自
己
の
理
想
に
、
如
来
の
表
象
は
俄
然
と
し
て
現
前
す
。
紳
秘
の
幽
玄
に
入
り
ぬ
れ
ば
、
自
己
其
の

表
象
と
冥
合
致
一
し
、
其
股
我
其
者
よ
り
遊
離
し
、
己
を
忘
却
し
去
る
に
至
る
。

阿
禰
陀
悌
止
心
遠
西
仁
丞
蝉
乃
股
果
多
留
聾
曾
涼
志
幾
と
は
蓋
し
此
意
な
ら
ん
。

客
観
界

の

美

A
Y
ト
マ
シ
が
若
し
現
象
界
の
寓
物
に
神
性
の
包
有
を
認
む
る
こ
と
が
果
し
て
宗
教
の
根
本
な
ら

ん
か
、
宗
敬
と
美
術
と
の
閥
係
は
、
善
異
雨
者
よ
り
は
造
か
に
密
接
な
り
と
謂
は
ぎ
る
ぺ
か
ら
や
ヲ
。

如
何
と
な
れ
ば
現
象
界
に
神
性
あ
り
と
云
へ
ば
、
即
も
美
は
戚
畳
上
に
礎
現
せ
る
理
想
な
り
と
云
ふ

に
外
な
ら
F
れ
ば
な
b
o

悌
敬
に
は
知
来
臓
性
を
離
れ
た
る
一
物
な
し
と
云
ふ
時
は
、
自
然
界
寓
物
何
物
か
是
れ
臓
性
の
接

現
な
ら
ざ
る
ち
の
ぞ
。



是
れ
十
悌
自
境
界
、
世
界
其
の
も
の
、
自
性
は
械
に
あ
ら
や'o
識
不
母
げ
は
之
に
劃
す
る
衆
生
の
垢

質
に
よ
り
て
之
を
戚
守
る
の
み
。

華
巌
に
悌
正
費
を
成
じ
給
ム
時
、
一
切
衆
生
悉C
成
備
す
と
。
又
日
〈
、

一
悌
成
道
、
観
見
法
界
、

草
木
園
士
、
悉
皆
成
備
と
。
観
経
に
臼
{
、
阿
捕
陀
悌
極
集
滞
士
、
去
此
不
透to

法
眼
を
以
て
世

界
を
観
今
れ
ば
慮
と
し
て
清
静
岡
土
な
らF
る
な
し
。

自
然
界
に
現
は
れ
た
る
美

自
然
界
本
蔵
性
所
現
ま
た
神
の
理
想
が
客
観
に
現
は
れ
た
る
も
の
と
す
れ
ば
、
微
妙
な
る
美
的
偲

象
の
化
現
か
t

威
静
ら
る
。
天
地
高
象
の
壮
麗
自
然
界
の
美
に
劃
し
て
赫
々
と
し
て
光
を
放
っ
辰
星

ま
た
無
窮
の
九
蒼
の
症
巌
に
針
し
て
言
ふ
ぺ
か
ら
ぎ
る
嵯
々
畏
敬
の
念
を
起
き
し
む
。
ま
た
夕
陽
の

先
輝
の
赫
々
た
る
に
は
自
ら
美
天
園
を
漣
想
す
。
ま
た
一
輸
の
雌
月
は
天
に
か
、
り
な
が
ら
銀
河
の

浪
の
中
に
落
る
等
。察

智
と
強
口
と
の
関
係

一
一
八
三
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個
人
心
の
根
底
は
平
等
性
仁
し
て
一
切
は
内
面
不
可
割
な
り
。
表
面
は
各
冷
差
別
を
な
す
も
、
訳

γ

等
性
な
る
が
故
に
、
此
と
彼
と
の
察
智
に
は
相
互
に
戚
臆
し
て
、
人
の
苦
難
に
劃
し
て
同
戚
同
情
と

現
は
る
。

若
し
各
自
は
根
底
平
等
性
一
躍
に
あ
ら
ぎ
ら
ん
か
、
戚
臆
同
交
の
理
な
し
。
ま
た
察
智
な
か
ら
ん

か
相
互
の
戚
臆
作
用
あ
る
こ
と
な
し
。

人
の
異
質
の
道
徳
は
此
一
種
と
戚
鷹
な
し
に
成
歩
ぺ
き
も
の
に
非
守
口
各
自
は
内
面
の
一
盟
主
戚

臆
道
交
の
源
の
無
限
よ
り
戚
臆
の
察
智
に
湧
出
す
。
同
情
に
よ
り
て
、
人
の
苦
憂
に
於
て
自
己
の
と

同
戚
し
、
他
の
快
楽
に
同
情
し
て
随
喜
す
。
是
等
は
察
智
が
愛
情
と
し
て
現
は
れ
た
る
に
外
な
ら
子
。

榊
事
即
も
無
上
樺
威
の
命
令
は
、
平
等
理
性
の
異
理
が
察
智
の
光
に
依
b

て
、
個
人
の
察
智
に
紳
の

聾
と
し
て
良
心
の
聾
と
し
て
現
は
る
。
如
来
の
内
面
な
る
真
理
の
光
は
、
人
が
紳
の
観
念
に
啓
示
と

し
て
、
柿
事
の
良
心
の
聾
と
し
て
命
令
す
。

夫
婦
兄
弟
朋
友
等
の
愛
情
に
於
て
も
、
絶
艶
の
愛
が
個
人
の
心
情
に
接
表
し
異
の
道
徳
は
最
大
の



根
底
よ
り
交
通
の
愛
情
と
し
て
現
は
る
h

な
る
れ
ば
、
現
世
の
利
害
や
人
情
的
の
矯
め
に
制
裁
せ
ら

る
、
ち
の
に
非
子
。
世
の
善
悪
邪
正
を
超
え
て
、
是
非
不
二
、
如
来
平
等
を
基
之
す
。
此
の
根
底
を

離
れ
た
る
道
徳
は
永
遠
の
基
礎
た
る
能
は
歩
。
ま
た
異
の
道
徳
と
言
ふ
に
足
ら
子
。

主
我
の
利
害
ま
た
世
界
動
機
よb
割
出
す
所
の
道
徳
は
永
遠
の
基
礎
た
る
に
足
ら
子
。
宗
教
的
道

徳
は
、
至
美
の
源
な
る
如
来
の
大
菩
提
を
健
得
す
る
に
は
、
小
我
を
大
我
に
蹄
し
て
、
如
来
の
戚
臆

に
よ
り
て
、
紳
事
正
義
思
寵
の
源
泉
よ
り
、
自
己
の
察
智
に
啓
示
的
に
霊
的
衝
動
的
に
接
現
す
。

如
来
の
観
念
に
、
如
来
の
紳
患
の
先
は
人
の
良
知
を
照
し
て
正
道
を
示
し
、
慈
悲
は
戚
情
及
び
情

操
を
霊
化
す
る
が
故
に
、
す
ぺ
て
の
戚
情
友
び
劣
等
な
る
肉
慾
等
を
霊
化
す
。

無
明
の
矯
め
に
如
来
の
卒
等
性
中
の
自
己
な
る
を
識
ら
今
、
故
に
主
我
を
執
し
自
他
を
分
別
し
、

主
我
は
我
優
勝
手
に
し
て
自
己
の
利
の
あ
ら
ん
限
b

他
を
排
斥
す
。

我
執
の
あ
る
智
慧
は
却
て
異
智
を
晴
ら
ま
す
。

愛
の
本

神
の
人
格

ご
八
五
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内
面
は
一
大
心
霊
の
根
底
に
立
っ
て
肉
躍
を
有
す
も
標
章
の
個
髄
察
智
に
流
れ
出
づ
る
智
慧
と
慈

悲
と
は
無
限
の
泉
源
よ
ち
出
づ
。

樟
骨
骨
の
大
悟
に
よ
ち
て
人
は
如
来
の
子
た
り
、
即
ち
大
我
の
小
我
た
る
こ
と
を
接
明
せ
ら
れ
た
り
。

糟
掌
は
肉
腫
は
人
聞
に
し
て
内
面
は
知
来
な
り
。

人
に
煩
惜
と
菩
提
と
の
二
面
あ
b

て
、
肉
の
煩
備
は
即
も
罪
悪
に
し
て
、
内
面
根
底
は
如
来
に
つ

な
が
れ
る
が
故
に
、
菩
提
の
性
な
か
ら
ぎ
る
ぺ
か
ら
や
，
。

如
来
は
、
闇
智
と
性
智
、
卸
ら
大
観
念
と
理
性
の
み
な
れ
ば
、
如
来
に
人
格
を
認
む
る
こ
と
能
は

ぎ
れ
E

も
、
如
来
の
内
容
を
啓
示
す
ぺ
き
所
の
察
智
態
あ
る
が
故
に
、
人
の
観
察
に
戚
腰
、
戚
情
に

は
敷
喜
慈
悲
等
と
、
人
の
戚
情
に
謝
し
て
は
無
限
の
愛
と
し
て
接
現
す
。

此
に
封
す
る
心
情
に
は
洋
々
蕩
冷
と
し
て
鰻
肝
か
に
心
庚
〈
。

一
切
の
衆
生
は
同
じ
〈
同
一
の
根
底
な
る
が
故
に
岡
戚
同
情
。
恕
も
こ
の
観
察
よ
ら
生
歩
。

キ
y

ス
ト
の
愛
は
、
失
の
愛
に
よ
b

て
、
高
人
の
精
神
と
肝
臓
相
ひ
遁
じ
て
、
世
に
一
人
と
し
て



..-、

)
子
な
ら
グ
る
も
の
な
き
乞
知
る
。
一
心
の
底
か
ら
究
の
愛
を
値
し
、
前
向
人
の
精
神
と
融
合
す

る
よ

b

、
根
本
的
の
働
悔
襲
草
を
す
る
に
非g
れ
ば
、
善
悪
の
名
自
ら
宰
と
な
る
。
す
ぺ
て
の
善
悪

を
超
絶
し
た
る
大
我
と
融
合
し
、
神
秘
的
精
神
は
眼
中
投
等
の
所
謂
善
悪
な
る
も
の
を
(
蓋
}
主
す
。

按
等
の
究
の
全
き
が
如
〈
金
か
ら
ん
。

寂

光

土

婆
婆
即
寂
光
。
吾
人
が
厭
ふ
ぺ
き
識
土
に
あb
て
此
の
有
錫
の
積
身
を
捨
て
や
ヲ
、
寂
光
の
帯
土
に

安
住
せ
し
む
る
こ
と
を
数
ふ
。

吾
人
が
天
然
の
意
識
は
因
果
規
定
に
轄
襲
止
む
な
き
世
界
と
見
る
も
、
妙
観
察
智
の
錦
を
以
て
観

守
る
時
は
常
在
霊
鷲
山
、
此
土
安
穏
に
し
て
夫
人
常
に
充
満
し
、
周
林
諸
堂
閣
種
々
の
賓
を
以
て
湛

巌
し
、
法
身
如
来
の
相
好
三
十
二
常
に
此
に
在
て
減
せ
g
る
を
見
ん
。

紳

秘

þ-、
1-1 
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自
己
の
精
神
、
紳
秘
合
一
を
館
得
し
た
る
蹴
態
を
信
之
名
〈
。
他
の
精
神
と
自
ら
の
交
誼
し
得
る

他
の
精
神
の
内
じ
己
主
同
情
同
戚
す
る
も
の
ゐ
り
て
共
戚
臆
に
よ

b

て
無
限
の
喜
と
愛
と
が
出
づ
。

一
一
切
を
愛
す
る
精
神
か
ら
、
世
の
紛
々
た
る
衆
生
を
観
察
し
て
見
よ
。
小
利
害
か
愛
情
の
矯
め
に

或
は
闘
争
し
或
は
比
周
し
、
彼
我
に
小
な
る
区
別
あ
る
を
知
っ
て
、
融
通
の
愛
の
あ
る
を
知
ら
歩
。

彼
等
が
善
を
賞
し
悪
を
庇
す
、
或
は
愛
情
は
凡
て
小
我
の
差
別
妄
見
か
ら
割
出
し
、
迷
の
中
の
小
善

小
悪
小
愛
小
惜
に
過
ぎ
や'
9

彼
の
聞
と
云
ひ
衝
突
t

云
ひ
、
一
の
精
紳
が
他
の
精
神
主
桔
抗
す
る
よ

b

生
や
'
o
絶
封
の
慈
悲
の
眼
か
ら
見
れ
ば
、
す
ぺ
て
融
遁
紳
秘
の
波
澗
花
る
に
過
ぎ
や
J
O

其
の
波
澗

の
一
々
が
小
我
を
張
っ
て
根
本
ω
融
通
を
戚
得
せ
玄
る
なh
y
。

察
智
と
表
象

蝿
押
掌
は
巳
に
肉
身
は
朽
っ
と
も
悌
陀
は
今
向
存
在
し
て
居
る
。
耶
蘇
は
二
千
年
の
過
古
の
人
な
る

も
紳
の
子
た
る
キ
9

ス
ト
は
今
人
の
精
紳
と
交
通
し
今
人
の
精
神
を
活
か
す
。
吾
等
は
永
遠
の
人
を



抽
象
的
に
草
に
思
想
の
産
物
と
し
て
接
見
し
捕
捉
す
る
こ
と
を
得
歩
。
吾
等
の
精
紳
に
永
遠
の
貸
在

を
現
は
し
来
る
に
矢
張b
具
盤
的
に
時
慮
の
関
係
を
有
す
る
表
象
を
要
す
。
現
世
に
於
る
吾
等
の
精

紳
は
い
か
に
し
て
も
時
臓
の
束
縛
を
脆
し
え
歩
。

吾
等
が
現
世
に
住
し
な
が
ら
具
象
局
限
の
現
象
の
中
に
、
叉
夫
を
遁
じ
て
、
一
切
の
鑓
化
差
別
を

超
え
て
不
援
な
る
貸
在
と
交
遁
せ
し
む
る
も
の
は
、
観
察
智
の
用
な
b
o

表
象
は
交
通
の
媒
介

表
象
の
職
務

神
秘
的
思
想
に
入
っ
た
人
が
、
種
々
の
方
法
で
紳
秘
的
直
戚
を
試
み
し
が
、
表
象
の
神
秘
カ
を
利

用
す
る
が
眼
目
な
b

き
。
或
は
胸
の
中
に
十
字
架
を
刻
み
、
或
は
眼
前
に
雲
母
を
見
、
或
は
一
呼
吸

の
聞
に
宇
宙
大
我
の
呼
吸
に
接
す
。
若
〈
は
捻
華
微
笑
の
中
に
担
架
の
大
秘
に
到
達
し
、
一
の
表
象

を
通
じ
て
大
な
る
精
神
と
交
通
す
。

菅
梁
の
表
象
が
無
形
の
思
想
戚
情
を
惇
遣
す
る
の
紳
秘
を
考
ふ
れ
ば
、
是
等
の
宗
教
家
の
経
験
し

エ
八
九
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た
紳
秘
は
敢
て
不
可
思
議
に
非
子
。

吾
人
の
思
想
が
一
切
事
物
の
榊
秘
に
注
意
し
て
探
求
す
る
時
は
、
凡
て
耳
目
に
鯛
る
、
も
の
不
思

議
た
ら
ぎ
る
な
き
に
至
る
。
此
の
不
思
議
の
中
に
大
な
る
精
神
常
住
の
・
質
在
の
現
は
れ
を
認
め
う
る
。

今
ま
で
の
不
思
議
は
至
大
な
る
光
明
の
中
に
撮
せ
ら
れ
て
、
恰
ち
一
切
高
物
が
或
青
赤
各
々
共
色
に

随
っ
て
一
の
太
陽
の
光
り
を
現
は
す
が
如
し
。

此
に
至
れ
ば
不
思
議
は
不
思
議
で
な
心
、
凡
で
の
物
が
異
の
永
遠
な
る
智
慧
の
裡
に
照
き
る
、
に

至
る
。
是
れ
紳
秘
の
極
み
な
り
。
此
に
至
れ
ば
今
ま
で
自
明
確
貨
と
認
め
し
現
象
界
は
却
て
影
の
如

〈
共
賞
在
を
失
ひ
、
今
ま
で
の
遇
境
的
の
遠
い
不
確
貨
の
(
)
空
の
如
〈
見
て
居
た
不
可
知
が
、
却

っ
て
最
ち
確
貨
な
る
賓
在
と
な
っ
て
、
現
賓
の
事
物
は
此
の
貸
在
の
先
明
に
よ
り
て
、
始
め
て
存
在

と
活
動
と
の
樺
理
を
得
た
る
や
う
に
な
る
2
4山
人
の
畳
め
た
る
所
は
賢
人
の
夜
な
り
。
賢
人
が
闇
黒

と
見
る
も
の
を
常
人
は
先
明
と
考
ふ
L
。
太
陽
ち
照
す
星
も
月
も
亦
た
彼
の
電
光
も
輝
か
さ
る
、
其
慮

に
存
す
る
火
は
果
し
て
何
れ
よ
b

来
れ
る
か
。

一
切
の
物
は
此
輝
付
る
も
の
の
反
映
で
あ
る
。
此
物



の
光
じ
依
っ
て
宇
宙
は
照
き
る
。

吾
等
は
一
切
の
特
殊
賞
在
の
現
象
を
空
なh
聞
な
り
と
云
ふ
に
非
歩
。
只
だ
根
本
常
住
の
光
り
に

照
き
る
、
に
非
子
ん
ば
、
吾
等
は
此
の
現
象
の
異
相
を
見
得
予
と
。
常
人
の
夜
も
神
秘
の
光
り
に
よ

り
て
忽
然
と

τじ
て
賢
人
の
童
と
轄
じ
得
る
。
凡
で
の
現
象
は
日
月
や
電
光
の
光
なbo

共
等
の
光
ム
リ

が
別
々
に
存
在
せ
十
却
っ
て
其
等
の
供
給
を
仰
「
、
其
の
源
泉
の
光
一
り
に
着
目
す
る
必
要
を
主
張
す
。

美
術
の
力
も
宗
教
の
戚
化
も
凡
て
表
現
に
よ
り
て
表
は
る
、
此
の
紳
秘
の
力
な
り
。
此
の
表
象
の
力

を
認
め
る
こ
と
は
神
秘
に
入
る
源
に
て
紳
秘
は
異
善
美
の
源
泉
な
b
o

如
来
の
察
智
は
何
慮
に
現
ず
る
や

一
大
察
智
は
自
然
界
に
現
は
れ
、
ま
た
各
自
の
精
神
の
交
遁
と
云
ぶ
一
緒
に
あ
り
。
美
術
に
於
で

得
ら
る
、
精
神
の
交
通
を
基
と
し
其
精
神
交
戚
の
根
底
が
必
要
な
る
こ
と
を
認
む
。
賞
在
に
劃
す
る

番
等
の
概
念
ほ
、
美
術
に
現
は
れ
花
る
美
が
現
象
世
界
の
思
想
言
語
に
ば
不
可
読
で
あ
る
概
念

ω
み

二
均
一
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に
非
歩
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
表
象
に
依
っ
て
こ
れ
主
精
神
的
交
通
を
遂
げ
吾
人
の
精
神
を
此
大
紳
秘

の
中
に
遊
ば
し
U
る
と
な
す
。

之
を
宇
宙
精
神
ま
た
大
我
と
稀
す
。
吾
人
が
紳
秘
精
神
を
遊
ば
し
む
る
肢
態
は
、
線
て
世
間
の
利

害
得
失
は
勿
論
世
間
の
思
慮
活
動
を
超
え
て
時
慮
因
果
の
外
に
優
避
す
。
此
の
如
き
優
遊
は
現
世
の

生
活
に
は
明
か
に
美
の
享
楽
に
現
は
る
。

我
等
を
紳
秘
に
優
遊
せ
し
む
る
媒
介
は
科
皐
美
術
宗
教
で
あ
っ
て
も
、
其
境
に
入
れ
る
人
の
精
神

は
、
神
秘
の
精
神
と
交
通
し
融
合
し
、
今
ま
で
神
秘
を
認
む
る
媒
介
の
表
象
と
し
て
居b
し
現
象
の

事
物
を
、
今
度
は
其
の
神
秘
の
先
り
に
よ
り
て
透
見
す
る
や
う
に
な
る
。
一
の
木
の
葉
か
ら
反
射
す

る
青
い
光
り
に
よ
っ
て
、
太
陽
の
光
線
の
中
に
青
い
分
子
の
あ
る
こ
と
を
知
る
吾
等
は
、
今
度
は
太

陽
の
大
な
る
光
の
一
部
分
と
し
て
、
木
葉
の
青
光
を
見
る
。
自
ら
が
同
情
し
深
〈
愛
す
る
人
と
の
精

紳
交
通
に
依
っ
て
、
其
雨
人
の
聞
に
行
は
る
、
愛
の
根
底
が
紳
秘
の
大
精
紳
か
ら
出
て
居
る
こ
と
を

戚
待
す
、
今
度
は
大
な
る
愛
の
一
の
礎
表
と
し
て
自
ら
の
愛
を
戚
じ
て
居
る
。
自
分
等
の
愛
は
偶
然



に
起
っ
て
世
界
の
束
縛
に
制
限
さ
れ
て
出
て
居
る
生
滅
の
愛
で
な
〈
、
大
な
る
愛
の
一
の
波
澗
が
自

分
主
自
分
が
愛
し
て
居
る
も
の
、
聞
を
流
動
し
て
居
る
こ
と
を
戚
歩
。
彼
此
同
じ
紳
秘
の
内
に
生
活

す
。
時
と
慮
と
の
残
酷
な
る
畿
に
隔
ら
れ
で
も
此
の
精
神
の
交
遁
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。
天
然
に
艶
せ

ば
天
然
の
愛
な
b

，
。
花
が
香
び
鳥
が
歌
ひ
自
分
と
共
に
匂
ひ
歌
ふ
て
居
る
。
雄
大
な
る
山
に
劃
し
て

は
自
分
も
雄
大
な
る
こ
と
を
山
の
影
に
於
て
見
る
。
恐
る
べ
き
暴
風
雨
に
聾
し
て
る
、
其
の
猛
烈
な

る
威
力
は
自
分
と
同
一
の
威
力
で
あ
る
と
。

キ

9
ス
ト
が
野
の
花
丞
の
烏
に
脅
し
て
も
、
天
に
在
ま
せ
る
究
の
愛
を
戚
得
し
、
フ
ラ
ン
シ
ス
ヨ

が
狼
に
劃
し
て
設
兄
弟
よ
と
云
ふ
て
説
教
し
た
同
一
の
愛
で
あ
る
。
吾
等
が
此
等
の
愛
に
同
情
し
て

此
等
の
人
を
愛
す
る
愛
主
同
一
の
愛
神
秘
の
中
に
優
避
す
る
精
紳
に
取
b

て
は
、
一
切
の
事
物
皆
な

我
な
ら
ぎ
る
は
な
い
。

愛

と

信

立
丸
三



ご
九
四

ま
た
朋
友
知
人
の
聞
の
愛
に
は
其
動
機
は
異
に
し
て
も
、
而
も
互
に
艶
手
の
人
格
と
精
神
は
己
と

同
じ
も
の
、
存
在
を
戚
じ
て
断
金
の
朋
と
な
り
、
或
は
死
生
を
共
に
す
る
蟻
人
と
な
る
。
此
等
の
愛

情
は
人
格
の
総
合
精
神
の
交
戚
に
謀
〈
。
此
等
世
間
の
愛
情
に
己
の
内
に
接
見
し
う
る
針
手
の
人
格

は
人
間
的
人
格
に
て
、
嘗
に
彼
我
の
匝
別
を
存
す
。
此
等
の
愛
情
に
金
〈
彼
我
の
匝
別
を
容
れ
な
い

様
に
な
り
し
愛
は
絶
封
t

稀
す
。

此
等
の
愛
の
最
庚
〈
最
之
に
直
接
な
る
も
の
は
即
も
宗
敬
の
信
なho

宗
教
の
心
臆
は
神
人
合
一

仁
あ
b

。
紳
は
吾
等
精
神
の
純
清
な
る
本
慢
に
て
、
若
し
理
想
遁b
に
榊
に
劃
す
る
信
愛
を
現
貨
に

す
る
な
ら
ば
、
其
愛
は
慨
に
彼
我
の
別
を
絶
し
て
、
其
信
は
吾
等
の
精
神
の
本
源
の
故
都
に
賜
る
。

我
等
は
人
間
に
あ
る
巴
上
は
柿
に
艶
し
多
少
封
手
と
云
ふ
関
係
を
保
つ
外
な
し
。
人
即
神
、
煩
悩

即
菩
提
を
完
全
に
賞
現
し
た
る
悌
陀
は
、
精
神
即
も
紳
と
同
種
、
本
源
の
故
郷
に
住
す
る
精
紳
な
b
e

即
も
永
遠
の
ロ
ゴ
ス
。
此
土
即
も
本
有
の
滞
士
。
吾
人
は
光
に
背
り
る
ロ
ゴ
ス
な

b

。
彼
方
に
本
有

の
帯
土
を
故
郷
と
し
望
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
榊
を
究
と
し
て
愛
し
紳
の
岡
を
故
郷
と
し
鯵
ひ
慕
ふ
。



之
に
近
づ
〈
法
と
し
て
等
流
三
昧
に
悌
智
と
の
合
一
掬
陀
隼

ω
掻
取
の
.
光
明
に
入
ら
む
。

，....、

)
尼
仰
は
吾
川
嶋
上
道
を
得
た
り
t

云
ふ
自
費
に
よ
り
て
、
復
た
生
死
に
流
轄
せ
5
る
(
蹄
}
'

減
の
道
を
数
ヘ
、
弟
子
の
心
中
に
不
動
の
信
と
不
滅
の
捨
身
と
永
〈
存
すto

我
等
人
間
な
れ
ば
彼
我
を
絶
し
た
る
紳
人
合
一
は
至
難
な
り
。
夫
故
に
愛
を
現
賞
に
し
た
る
紳
人

あ
れ
ば
、
此
の
人
格
に
鴎
依
し
捧
げ
て
、
其
人
に
同
情
同
戚
し
、
己
を
其
人
格
の
中
に
設
し
、
神
に

似
ん
・
』
と
を
勉
む
。

キ

9
ス
ト
は
樹
、
り
た
り
。
父
よ
爾
は
我
が
内
に
あ
り
。
吾
亦
爾
の
中
に
住
す
。
此
の
如
〈
凡
て
の

人
も
吾
等
の
内
に
て
あ
ら
し
め
よ
。

此
の
信
は
吾
等
を
し
て
此
の
世
の
生
活
を
完
う
し
彼
岸
の
光
明
に
入
ら
し
む
る
力
な
り
。

五
日
等
は
神
人
に
到
す
る
人
間
的
の
同
情
叉
紳
と
し
て
の
信
仰
に
依
っ
て
、
五
口
等
も
亦
た
彼
の
紳
人

の
如
〈
榊
に
似
ん
こ
と
を
知
る
。
是
即
も
人
生
を
し
て
天
闘
な
ら
し
む
る
愛
と
信
と
盟
主
の
源
泉
な

ち
と
す
。

一
一
九
五



一
一
九
六

信
と
愛
と
は
二
物
に
非
子
。
精
神
の
交
戚
か
ら
出
花
人
格
の
融
合
が
愛
に
て
、
紳
人
に
劃
す
る
愛

が
即
も
信
な
b
o

此
の
信
に
よ
b

て
、
神
に
似
、
究
と
一
に
な
る
と
い
ふ
確
か
な
見
込
み
が
つ
げ
ば

こ
れ
が
望
と
な
る
。

抽
脚
を
究
と
す
る
故
に
一
切
を
同
胞
と
し
、
同
一
傭
性
海
の
中
に
無
漏
の
傭
果
を
達
し
得
て
ふ
確
な

る
望
み
に
よ
b

て
養
成
せ
ら
る
。
此
の
望
は
偽
陀
の
紳
人
を
信
今
る
其
信
に
依
っ
て
保
誼
せ
ら
れ
、

叉
賞
現
せ
ら
る
。
故
に
信
望
愛
は
三
に
し
て
即
一
な
り
。

信
な
げ
れ
ば
大
な
る
望
も
大
な
る
愛
も
惜
も
脅
し
得
予
。

共
通

の

精
紳

一
大
心
霊
に
繋
れ
る
個
々
は
共
遁
精
神
と
な
り
て
、
之
に
由
て
相
互
に
聯
絡
す
。
形
式
的
の
み
な

ち
ゃ
，
活
動
力
に
も
なb
、
精
神
の
合
す
る
時
は
人
の
身
睡
を
左
右
せ
し
む
。
或
は
後
へ
向
し
め
、
催

眠
術
の
術
者
が
被
術
者
の
身
睡
を
左
右
せ
し
め
る
如
き
、
其
他
の
生
物
禽
献
を
戚
動
せ
る
等
之
な
b
o



甲
乙
雨
人
の
精
神
が
相
互
に
A目
す
れ
ば
、
能
動
者
と
所
動
と
一
致
し
た
る
時
L
一
仁
化
し
て
同
精

神
間
一
形
式
。

一
が
衆
人
を
戚
動
す
。
米
の
ヲ
ジ
シ
ト
シ
一
人
の
心
は
米
岡
敷
寓
の
人
心
を
戚
動
せ
し
め
。
理
仲
骨
骨
の

精
神
は
宰
聞
に
ア
ジ
ア
、
時
間
に
数
千
年
無
数
の
人
心
を
戚
動
霊
化
す
。
稗
隼
華
殿
三
昧
に
蓮
華
識

界
Y
ジ
ヤ
ナ
知
来
謹
十
方
に
周
偏
し
て
重
々
無
蓋
の
境
界
に
優
避
す
る
如
き
之
な
り
。

観

智

の

二
面

宇
宙
陰
陽
二
動
、
即
二
性
能
の
交
戚
作
用
。
天
地
位
し
寓
物
化
育
。
雌
雄
爾
性
ω
交
戚
。
植
物
生

殖
の
機
用
な
る
、
雌
雄
交
接
の
手
段
と
し
て
雄
薬
よ
り
香
気
を
吐
き
美
色
を
呈
す
る
等
。

動
物
昆
識
の
類
が
交
戚
す
ぺ
き
偶
者
を
呼
ぶ
た
め
に
、
麗
し
き
色
を
飾bJ
、
良
き
聾
を
揚
げ
て
な

〈
、
皆
自
然
界
に
有
す
る
交
渉
、
或
は
管
養
の
必
要
よ
り
な
り
。
狐
狸
の
類
が
本
能
的
の
幻
遁
、
蛇

炉
本
能
的
の
催
眠
術
の
如
き
、
人
類
が
言
語
を
以
て
甲
乙
の
意
思
相
遁
や
る
如
き
、
ま
た
す
ぺ
て
の

ご
九
七



二
九
八

戚
費
に
よ
ち
て
其
性
能
を
察
す
る
如
き
、
六
因
四
縁
の
闘
係
に
・
殺
生
の
種
性
を
し
て
左
右
せ
し
む
る

も
の
は
妙
智
の
作
用
な
b
o

惑
の
戚
慮
に
よ
b

て
三
悪
的
性
種
を
鑓
化
し
、
善
の
関
係
は
之
善
道
に
鷹
化
す
。

撮
化
の
戚
臆
に
は
絡
局
目
的
に
は
吾
人
に
墓
雌
に
戚
臆
し
、
園
融
法
界
の
観
智
は
二
千
数
百
年
の

数
千
里
営
隔
も
た
る
‘
調
停
掌
と
即
λ
無
碍
に
し
て
、
技
心
は
即
ち
霊
山
の
霊
曾
に
依
然
と
し
て
頴
現
し
、

十
寓
億
土
来
賓
症
巌
の
浮
土
に
六
十
寓
億
の
紫
金
色
の
相
好
は
宛
然
と
し
て
交
戚
し
、
彼
有
力
我
無

カ
に
し
て
、
如
来
の
外
に
我
な
き
時
は
、
己
心
浮
士
唯
心
の
禰
陀
な
り
。

如
来
の
紳
事
正
義
慈
悲
智
慧
挟
界
に
周
偏
し
、
如
来
は
唯
真
理
、
第
一
義
諦
、
用
相
の
得
ぺ
き
な
し
、

即
入
無
碍
、
理
性
あ
る
が
故
に
観
察
し
、
戚
性
あ
る
が
故
に
相
好
を
(
う
〈
)

宇
宙
に
内
容
に
充
質
せ
る
霊
智
露
能
の
活
動
は
常
恒
に
存
在
し
て
機
戚
相
臆
す
る
時
は
額
視
す
。

一
大
震
性
が
性
起
具
徳
と
は
、
霊
性
の
内
容
に
霊
能
の
力
よ
り
一
切
色
心
の
寓
象
を
生
産
し
、
相
互

の
閥
係
に
重
々
無
識
の
交
戚
牽
捗
し
て
、
一
切
を
生
じ
、
一
切
を
開
展
し
て
妙
用
こ
こ
に
あ
り
。



自
然
規
定
と
自
由

約
束
を
脱
し
て
自
由
を
得
る
意
志
。

人
の
自
然
の
者
及
び
他
め
動
物
は
、
目
前
の
刺
激
即
も
目
前
の
衝
動
戚
情
友
ぴ
戚
捷
に
規
定
せ
ら

れ
て
、
自
ら
自
己
意
志
を
規
定
す
る
こ
と
能
は
歩
、
人
の
自
然
に
規
定
せ
ら
る
、
なbo

自
由
意
志
と
は
、
其
理
性
的
・
意
志
が
訓
練
の
結
果
、
動
物
的
衝
動
を
制
抑
し
、
人
は
自
己
の
決
意

に
依
て
行
錫
を
規
定
す
。

人
聞
は
衝
動
戚
備
に
規
定
せ
ら
れ
守
し
て
自
ら
目
的
思
想
に
よ
り
て
自
己
を
規
定
す
。
故
に
自
由

な
b

。
是
の
故
に
自
由
意
志
と
は
目
的
及
び
理
想
仁
よ
b

心
霊
に
よ
・9
て
其
行
錦
を
規
定
し
、
刺
激
及
ぴ

目
前
の
欲
望
に
よb
て
之
を
規
定
せ
ぎ
る
を
云
ふ
。

倫
理
の
自
由
意
志
が
自
然
に
規
定
せ
ら
れ
g

る
と
周
じ
〈
、
宗
教
的
意
識
に
於
て
も
亦
允
然
り
。

二
九
九



一O
O

認
識
を
規
定
す
る
も
、
自
然
界
の
経
験
に
、
戚
畳
は
自
然
の
機
能
が
自
然
の
客
観
界
の
物
理
的
に
規

定
せ
ら
れ
て
戚
舞
を
な
す
。

例
へ
ば
捜
花
に
劃
し
て
ま
た
音
楽
に
す
ぺ
て
所
戚
の
境
に
規
定
せ
ら
れ
て
認
識
す
。
天
地
寓
物
日

月
、
足
辰
、
山
河
、
大
地
等
す
ぺτ
戚
畳
の
境
に
規
定
せ
ら
れ
て
始
め
て
戚
畳
を
生
歩
。
之
を
離
れ

て
経
験
あ
る
こ
と
な
し
。
故
に
内
容
に
於
て
も
自
然
規
定
を
離
れ
た
る
経
験
あ
る
こ
と
な
し
。
か
、

る
人
の
認
識
は
や
はb
自
然
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
人
に
し
て
、
未
だ
心
霊
界
に
自
由
を
得
た
る
人
に

あ
ら
や
，
。
倫
理
的
道
徳
的
の
自
由
を
得
る
の
み
に
あ
ら
今
、
認
識
ま
た
す
ぺ
て
の
精
神
生
活
に
於
て

も
、
自
然
規
定
を
離
れ
て
心
霊
的
自
由
を
得
る
に
非
ぎ
れ
ば
、
三
界
の
繋
縛
を
免
れF
る
な

b
o

心

霊
自
由
を
得
る
時
は
、
肉
眼
に
よ
ら
や
'
し
て
現
在
の
自
然
界
よ
ち
は
高
等
な
る
自
然
界
を
賞
験
す
ろ

'
』
之
を
得
。

心
霊
自
由
を
得
る
人
は
正
に
容
膝
の
小
室
の
中
に
於
て
戚
畳
の
自
然
界
よh
は
慶
大
な
る
心
盤
斜

を
官
験
す
る
こ
と
を
得
。
自
然
界
は
如
来
の
力
に
よ
0
て
貨
現
せ
ら
れ
た
る
客
観
的
観
念
界
な
れ
ば
、



本
質
を
直
観
す
る
如
き
の
霊
妙
な
る
も
の
に
非
守
口

心
眼
聞
き
て
霊
界
を
自
観
す
る
時
は
、
至
美
築
闘
を
親
し
く
知
見
す
る
こ
と
を
得
る
な
り
。
心
霊

仁
入
る
者
は
自
然
の
奴
隷
に
あ
ら
今
。
心
霊
は
自
然
界
に
超
絶
せ
り
。

心
霊
は
大
乗
車
典
の
教
主
世
隼
が
寅
験
し
給
へ
る
極
楽
界
に
紳
避
す
。
其
浮
土
の
七
賓
症
巌
賓
樹

賓
地
質
池
金
殿
棲
閣
の
症
巌
を
見
る
。

自
然
規
定
せ
ら
れ
た
る
自
然
の
奴
隷
は
心
霊
自
由
の
心
霊
界
の
消
息
を
疑
ひ
、
之
を
空
想
ま
た
妄

想
な
ら
ん
と
思
へ
b
o

自
然
の
奴
隷
罵
ん
ぞ
能
く
心
霊
自
在
の
境
界
を
知
ら
ん
。

心
霊
界
に
は
自
然
の
七
賓
金
銀
真
珠
賓
石
等
を
以
て
地
と
錯
し
、
侠
廓
噴
蕩
に
し
て
限
極
な
し
。

悉
〈
相
ひ
雑
廊
し
轄
相
入
間
せ
り
。
光
赫
焼
耀
と
し
て
微
妙
奇
麗
な
り
。
清
浮
荘
厳
一
切
に
超
絶
せ

h

リ
。
衆
賓
の
中
の
精
な
る
も
の
な
b
o

又
北
の
霊
界
に
は
妙
高
山
等
の
諸
の
山
ま
た
大
海
小
海
第
渠

井
谷
な
し
。
備
紳
カ
の
故
に
見
ん
と
欲
せ
ば
即
も
現
今
。

心
軍
界
に
紳
避
し
た
る
者
斯
の
如
き
の
文
に
劃
し
て
震
ん
ぞ
心
霊
の
故
郷
を
お
も
はg
ら
ん
。

。



。

僅
か
ば
か
b

霊
界
に
向
ひ
て
械
蜘
撲
の
東
円
い
ま
だ
聞
か
ぎ
る
問
、
自
然
界
と
霊
界
の
中
有
白
い
き
ま

よ
ひ
て
、
即
も
謂
ふ
、
霊
界
は
洞
然
た
る
怠
界
な
ら
と
。
彼
等
は
消
極
的
に
自
然
界
を
出
づ
る
も
、

未
だ
如
来
の
賓
殿
に
到
ら
g
る
な
り
。

霊
界
は
自
然
の
賓
を
以
て
荘
厳
す
。
此
の
自
然
と
は
自
然
界
に
あ
ら
歩
。
心
霊
界
の
自
然
に
し
て
、

物
質
に
非
ら
ぎ
る
な
り
。
其
の
微
妙
に
し
て
自
然
界
に
超
絶
す
る
が
故
に
、一
切
に
超
へ
た
b
o

ま

た
山
河
井
谷
は
自
在
に
し
て
見
ん
と
欲
せ
ば
現
今
る
な
ち
。
心
霊
の
自
由
な
る
こ
と
自
然
界
の
必
然

に
規
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
の
比
に
あ
ら
歩
。

ま
た
共
の
園
の
菩
薩
等
は
威
力
自
在
に
し
て
能
〈
掌
中
に
於
て
一
切
世
界
を
持
せbo

未
だ
心
一
霊
界
に
一
一
経
験
も
な
き
も
の
は
、
か
、
る
金
文
に
針
し
て
、
或
は
接
想
な

b
t

し
、
ま
た

は
死
後
の
冥
界
な
り
と
し
て
、
正
し
〈
自
己
に
闘
す
る
も
の
に
非
守
主
謂
は
ん
。
自
然
規
定
を
脱
し

て
心
霊
の
自
由
を
得
た
る
人
は
、
自
ら
常
に
賞
験
す
る
所
な
b
o

故
に
心
霊
の
自
由
を
得
た
る
人
は

譜
の
事
者
と
尖
に
如
来
本
質
の
異
如
の
都
に
優
避
す
・0
金
〈
自
由
を
得
た
る
も
の
と
す
。



寅
感
と
美
感

質
成
は
賞
在
に
劃
す
る
戚
畳
、
美
戚
は
美
的
般
象
の
戚
情
。
賓
在
よ
り
遊
離
す
。
美
戚
は
質
戚
の

観
念
的
反
象
と
言
ふ
ぺ
し
。

A
Y
ト
守
シ
氏
賞
戚
と
美
戚
と
の
区
別
に
就
て
臼
〈
、
賓
戚
は
美
戚
よ
り
も
心
中
に
把
住
力
に
於

て
大
な
り
。
一
度
心
中
に
入
る
時
は
容
易
に
消
滅
せ
子
。

椴
戚
は
賞
戚
よ
h

リ
も
其
の
強
度
に
於
て
遁
か
に
劣
れ
b
o

是
の
ニ
者
の
強
度
は
質
物
の
先
ち
と
模

倣
せ
る
光
と
の
差
ゐ
h
J
O

故
に
美
戚
は
自
把
住
カ
に
乏
し
。
他
の
精
神
現
象
に
駆
逐
せ
ら
れ
易
し
。

問
、
美
戚
は
賞
戚
の
美
的
仮
象
と
な
れ
ば
、
視
察
に
よ
り
て
得
た
る
影
像
は
美
的
仮
象
と
同
じ
〈
、

自
然
界
の
質
感
の
如
〈
に
、
心
中
に
把
住
す
る
力
は
殊
な
る
や
。
答
て
、
相
好
戚
見
の
如
き
は
金
〈

心
霊
に
戚
蹴
慨
す
る
も
の
に
し
て
、
客
観
的
貿
在
の
戚
先
に
伴
ふ
美
的
般
象
と
は
異
に
し
て
、
全
〈
心

般
に
於
て
賞
威
す
る
も
の
に
し
て
、
肉
眼
に
劃
す
る
賞
戚
の
般
象
と
は
金
〈
殊
な
れ
h
v
o
故
に
其
心

一O
=
一
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中
に
把
持
す
る
こ
と
も
強
度
に
し
て
容
易
に
滑
減
す
ぺ
き
S

の
に
非
予
。
或
は
華
を
見
明
相
を
見
、

働
の
塾
容
を
奔
す
る
如
き
は
金
〈
心
眼
の
賓
戚
に
し
て
椴
象
に
あ
ら
今
。

ま
た
悌
の
壷
像
ま
た
形
像
に
脅
し
て
、
思
想
観
察
憶
想
し
て
薫
修
久
し
て
観
成
す
る
時
、
冥
目
関

目
に
見
る
こ
と
を
得
る
如
き
も
、
会
〈
深
〈
観
遣
す
る
時
は
、
表
象
盆
明
了
と
なb
て
、
美
戚
即
貸

戚
と
な
る
。
岡
〈
心
眼
に
於
て
明
了
に
知
見
す
る
こ
と
を
得
。

初
め
に
は
貫
在
の
形
像
よ
り
戚
魔
に
印
象
し
、
之
を
観
察
智
に
把
住
し
、
絡
に
賓
在
を
遊
離
し
、

其
の
表
象
を
想
像
し
、
美
戚
共
の
強
度
の
深
さ
に
随
っ
て
、
賓
戚
の
範
囲
を
横
領
す
。

備
の
形
像
診
観
察
す
る
は
、
戚
に
あ
ら
守
し
て
寧
ろ
観
照
な
ら
ん
。
美
の
戚
は
戚
な

b
J
O

観
察
す

る
能
力
は
観
察
智
なb
。

現
象
界
は
必
然

本
膿
界
は
自
由如

来
の
内
容



察
智
は
個
人
の
思
想
ま
た
想
像
の
如
き
な
れ
ば
、
思
考
の
材
料
を
戚
受
よ
り
受
容
し
、
内
容
を
作

b

、
理
性
が
之
を
考
察
の
料
と
し
て
、
一
の
理
想
を
造
る
。

問
、
如
来
は
個
人
の
如
〈
戚
舞
受
動
的
に
非
守
し
て
内
容
は
何
よ
b

来
る
や
。
答
て
、
如
来
を
離

れ
た
る
一
物
な
し
と
す
れ
ば
、
如
来
の
本
質
に
は
本
然
に
内
容
豊
富
、
園
浦
に
恒
沙
功
徳
の
寂
用
湛

然
な
れ
ば
内
容
を
戚
畳
に
よ
b

で
受
け
F
る
る
本
来
園
浦
せ
b
o

故
に
衆
生
の
三
味
の
窓
を
開
き
て

一
切
の
慮
に
於
て
諸
の
滞
抄
の
霊
界
を
現
は
し
、
ま
た
自
然
界
の
方
面
に
は
天
則
秩
序
文
寓
物
を
産

出
す
。

美

の

俄

象

キ
ヒ

Y
T
Y
回
〈
、
美
は
戚
興
あ
る
賓
館
の
理
想
化
せ
ら
れ
た
る
形
象
なb
と
。

賞
慢
と
想
躍
。

美
は
或
る
賞
種
の
形
象
、
想
睡
は
賓
館
の
形
象
、
賃
在
世
界
の
寓
象
一
度
美

の
範
囲
に
入
れ
ば
、
一
切
の
性
質
を
畢
げ
て
是
の
中
に
反
醸
す
。
故
に
美
は
賞
僅
の
仮
象
な
り
。
偲

=
一O
五
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穴

象
は
空
想
の
所
生
に
あ
ら
や'
o

貨
鰻
と
同
じ
〈
賞
在
し
て
戚
畳
性
を
有
す
。

物
の
世
界
は
物
是
を
遺
る
只
だ
仮
象
の
世
界
の
み
。
人
の
遺
る
所
、
人
は
弦
に
寓
物
の
属
粋
を
弛

れ
て
、
自
己
の
理
想
世
界
を
楽
し
む
。

賞
髄
と
現
世

美
の
概
念
を
一
一
暦
精
密
に
説
明
せ
ん
に
、
第
一
賃
値

k

現
踏
と
は
区
別
せ
ら
る
ぺ
し
。
美
の
般
象

-
と
な
・0

う
ぺ
き
賓
値
は
菅
に
経
験
上
に
其
賞
殺
を
認
め
う
ぺ
き
も
の
、
み
な
ら
守
、
単
の
想
像
し
う

ぺ
き
も
の
を
も
包
含
す
。
例
へ
ば
宗
教
の
柿
天
使
等
は
、
よ
し
科
皐
は
其
賞
在
を
認
め
ぎ
る
も
、
備

日
貨
憶
と
し
て
美
の
封
象
た
b
o

美
は
凡
て
の
人
類
に
艶
し
て
美
た
る
ぺ
し
。
故
仁
凡
て
常
識
仁τ

賞
在
せ
L
9

と
認
め
ら
る
、
も
の
は
、
何
れ
も
美
の
賞
僅
た
る
に
妨
げ
な
し
。

美
は
一
の
般
象
た
り
。
美
に
生
理
的
美
と
心
霊
的
美
と
あb
e

美

的

俄

象



美
は
能
所
一
致
心
境
融
曾
の
中
に
あb
。

u
v
y
v
yが
、
人
に
理
戚
二
位
、
能
動
と
所
動
、
形
式
と
内
容
、
此
ニ
性
は
人
心
の
二
大
要
素
。

人
道
の
文
明
の
極
は
是
雨
者
の
園
浦
な
る
調
和
に
あ
り
。
人
の
遊
戯
を
な
す
時
此
境
に
入
る
。
内
容

動
機
t

形
色
動
機
と
融
合
し
、
必
然
と
自
由
と
。

凡
そ
人
は
十
亦
な
る
意
義
に
於
て
人
た
る
時
に
於
て
の
み
戯
る
。
而
し
て
戯
る
時
に
於
て
の
み
闘

満
な
る
人
た
・9
0

古
の
人
は
白
か
ら
理
戚
二
性
が
揮
然
と
し
て
融
合
し
、
共
節
度
を
失
は
歩
。
今
日
の
天
才
の
如
し
。

今
人
は
理
戚
二
性
の
一
致
は
理
想
的
と
な
れ
り
。
こ
の
調
和
は
人
文
義
遣
の
極
致
な
り
。

美
的
般
象
。
美
は
戚
性
に
し
て
観
照
に
非
令
。
主
観
客
観
と
の
調
和
す
る
慮
に
起h
、
而
し
て
主

観
客
観
の
賞
在
を
離
れ
る
所
に
美
の
仮
象
現
は
る
。

美
的
仮
象
は
そ
れ
を
起
し
た
る
寛
在
よ
ち
遊
離
せ
る
の
み
な
ら
歩
。
そ
れ
を
知
費
す
る
意
識
作
用

よ
b

も
遊
離
す
。
美
の
極
致
は
客
観
賞
在
と
共
に
自
己
を
も
忠
却
し
て
金
〈
純
綿
な
る
美
象
存
す
。

一
川
七
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美
戚
、
美
的
般
象
戚
情
。
美
象
が
或
理
想
内
容
を
適
切
に
表
現
す
る
時
は
、
般
象
域
情
を
.
世
人
ハ
ヅ

心
中
に
悲
起
す
ぺ
し
。

‘
美
戚L
』
貨
威
。
ニ
者
の
差
は
美
的
般
象
と
そ
れ
主
惹
起
す
原
因
た
る
卦
境
と
の
差
な
り
。
美
は
全

く
賞
在
よ
り
遊
離
す
。
美
的
椴
象
が
・
貨
在
よ
り
其
の
質
在
性
を
抽
象
し
て
、
内
容
を
具
備
す
る
如
〈
、

美
戚
は
賞
戚
の
賞
・
荘
性
を
抽
象
し
て
内
容
を
具
足
す
。
美
戚
は
貿
戚
の
概
念
的
表
象
。

純
粋
な
る
美
戚
は
無
関
心
の
快
威
。
美
は
無
闘
心
と
云
、
無
我
的
な
り

'
p
e
-
-
云
ふ
は
観
念
的
の
我
に

あ
ら
令
。
美
の
紳
秘
に
入
る
時
は
賞
戚
よ
り
遊
離
し
、
・
貨
我
よb
遊
離
し
、
般
我
は
謡
、
的
観
照
の
際

美
的
偲
象
の
中
仁
投
入
す
。
般
我
が
賓
我
よ
り
遊
離
し
て
投
入
し
た
る
は
迷
妄
に
あ
ら
守
口
遊
離
及

ぴ
投
入
は
、
賞
我
と
闘
は
る
所
な
し
、
人
滞
土
の
依
正
を
観
照
し
て
、
会
〈
我
彼
に
投
入
し
た
る
時

は
、
我
金
〈
彼
に
入
り
、
入
我
々
入
、
此
心
即
是
三
十
二
相
、
ま
た
七
賀
来
巌
の
美
象
な
り
。

自
己
は
彼
西
方
空
中
美
象
の
霊
界
に
投
入
し
、
賞
我
は
注
意
の
外
に
あ
り
。

あ
み
だ
備
と
心
を
西
に
う
っ
せ
み
の
も
ぬ
り
は
て
た
る
聾
ぞ
す
立
し
き
。



自
然
界
中
の
啓
示

汎
紳
教
は
一
切
高
物
内
存
の
榊
即
精
神
なb
と
す
れ
ば
、

一
切
無
機
有
機
を
遁
じ
て
内
存
の
精
紳

t

云
ふ
も
、
暫
〈
一
切
の
有
機
物
即
ち
動
植
物
に
も
内
的
生
活
は
精
神
な
り
と
す
れ
ば
、
植
物
の
生

殖
作
用
た
る
、
雌
薬
が
雄
薬
よ
り
礎
生
し
来
る
花
粉
を
受
付
て
胞
胎
す
お
時
の
雨
性
交
戚
も
有
機
的

不
識
精
神
の
交
戚
な
h
と
一
去
はF
る
ぺ
か
ら
今
。
雄
性
の
能
生
と
雌
性
の
受
容
と
は
心
理
の
理
戚
ニ

性
と
同
一
の
形
式
な
る
に
似
た
り
。

動
物
界
の
亦
殖
作
用
即
ち
動
物
的
間
接
に
於
て
る
、
植
物
と
同
じ
〈
、
有
機
的
内
的
よ
ら
自
礎
的

な
る
雄
性
の
生
理
的
作
用
と
雌
性
の
受
容
能
育
の
雨
性
と
の
交
戚
に
よ
b
て
新
な
る
動
物
を
開
癒
す

即
お
生
殖
な
り
。

心
理
に
能
動
の
理
性
所
動
の
戚
性
あ
ち
o

有
機
物
の
雌
雄
雨
性
、
自
然
物
の
陰
陽
雨
能
、
紳
の
一

切
智
と
一
切
能
と
は
、
本
同
一
の
異
現
象
な
b

と
一
冨
は
ぎ
る
ぺ
か
ら
今
。

0 
九
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有
機
物
が
雨
性
の
交
戚
に
よb
て
開
叢
即
も
分
殖
す
と
云
ふ
は
、
最
微
少
な
る
生
物
に
は
雌
雄
末

r
相
分
花
予
而
も
能
〈
分
殖
す
。
然
れ
ば
生
殖
作
用
何
ぞ
夫
れ
必
し
も
雨
性
の
交
戚
を
待
て
初
めτ

然
ら
ん
。
日
て
賓
に
然
り
、
細
菌
の
如
き
は
一
個
の
微
粒
が
自
慢
雨
つ
に
分
れ
て
分
殖
す
。
雄
雄
末

r
分
た
g
る
も
其
内
性
に
於
て
能
礎
と
能
養
と
の
雨
性
が
自
己
に
な
か
る
ぺ
か
ら
や
ヲ

O

彼
等
は
微
少

な
る
細
胞
に
雨
性
の
能
を
存
せb
と
云
ふ
こ
之
を
う
ぺ
し
。
若
し
原
始
生
物
に
は
共
性
能
な
き
も
生

物
接
建
の
後
に
自
然
に
雨
性
能
が
生
じ
た
b
t

は
甚
だ
不
合
理
な
れ
ば
な
与
。

寓
物
の
中
に
内
在
せ
る
い
か
に
微
少
な
る
生
物
に
し
て
も
、
高
物
内
在
の
紳
の
性
能
を
離
れ
た
る

も
の
な
し
と
す
れ
ば
、
一
切
の
生
物
は
各
自
其
天
則
の
理
法
に
則
り
て
皆
小
造
物
の
妙
用
を
有
せ
b
o

高
物
内
在
の
輔
の
性
能
に
能
動
所
動
あ
b

て
、

一
切
の
物
心
一
切
寓
物
が
相
即
相
入
交
戚
字
臆
の

性
能
に
4
b

て
、
自
然
界
の
寓
物
は
開
接
せ
ら
れ
たb
e

自
然
界
に
此
妙
用
の
存
す
る
は
、
是
一
一
切
有
機
世
界
を
開
接
す
る
の
賓
錦
な
り
。

ま
之
自
然
界
を
閉
経
す
る
世
の
皐
者
が
、
宇
宙
は
本
一
大
元
素
に
し
て
自
ら
陰
陽
雨
動
の
カ
と
な



h
y

、
此
雨
動
の
戚
癒
力
に
よ
・0
・
'
て
天
地
寓
物
は
造
化
せ
ら
れ
た
b

と
か
、
ま
た
宇
宙
全
一
の
精
神
な

る
神
の
全
能
全
知
ゐ
り
て
寓
物
に
内
在
し
、
之
に
よ
り
て
宇
宙
は
開
接
せ
り
と
云
ふ
も
、
同
一
の
宇

宙
の
活
付
る
働
き
を
内
外
二
面
の
異
概
念
に
過
ぎ
F
る
な

b
u

自
然
高
物
は
内
性
は
精
紳
に
し
て
、
英
戚
鷹
の
妙
智
に
よ
・
り
て
.
自
然
界
は
常
恒
開
殺
の
妙
用
を

な
す
と
云
ふ
こ
と
を
う
ぺ
し
。

自
然
内
在
の
紳
は
一
切
智
に
よ
り
て
寓
物
に
秩
序
を
整
膏
し
、一
切
能
に
よ
h

て
寓
物
を
活
動
せ

し
め
、

一
切
智
能
の
相
即
相
入
交
参
無
碍
の
妙
智
に
よ
り
て
、
寓
物
を
間
接
し
生
産
す
。
即
ち
造
化

の
妙
用
な
ら
。

自
然
界
中
の
啓
示

寓
物
内
在
の
妙
智
は
自
然
界
の
一
切
高
物
を
進
化
す
る
の
み
な
ら
す
、
ま
た
高
物
内
在
の
紳
は
恒

に
光
を
放
っ
て
人
に
異
現
を
示
せ
・9
0

即
も
雲
漢
星
宿
を
支
配
す
る
理
法
之
、
ま
た
林
檎
の
落
る
に

地
球
の
引
力
あ
る
を
品
ユ
1

ト
シ
に
、
蒸
気
力
の
理
を
ヲ
ツ
ト
に
知
見
を
典
ヘ
し
如
き
、
自
然
寓
物

一一一
一
一
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中
に
神
は
在
て
恒
に
人
に
啓
示
し
物
理
を
悟
ら
し
むQ
ま
た
有
る
人
が
星
宿
の
中
に
光
を
放
ち
て
在

せ
る
神
、
ま
た
余
の
願
ふ
所
の
榊
を
外
界
到
る
慮
に
於
て
礎
見
す
る
と
同
じc
、
自
己
の
内
面
に
も

紳
を
見
る
と
。
紳
の
在
ま
す
蕗
妙
智
の
存
せ
グ
る
な
し
。
妙
智
の
存
す
る
所
に
向
っ
て
深
〈
観
察
を

用
ふ
る
慮
紳
秘
の
門
聞
け
F
る
な
し
。

自
然
界
の
高
物
に
潜
め
る
事
物
の
玄
理
を
精
密
に
研
究
し
て
、
世
に
紹
介
す
る
自
然
科
撃
の
知
き

は
、
却
も
自
然
界
に
潜
伏
せ
る
現
怯
即
も
利
意
を
人
類
に
啓
示
す
る
も
の
と
云
ふ
ぺ
し
。

向
ほ
自
然
現
象
を
超
絶
す
る
高
物
の
形
而
上
の
理
法
を
、
自
己
に
輿
へ
ら
れ
た
る
察
智
の
錦
を
も

て
、
若
は
演
緯
法
に
若
は
畑
町
納
訟
を
以
て
本
陣
及
び
宇
宙
の
構
成
の
却
を
研
究
す
る
に
、
明
悼
を
開
〈

に
清
輝
に
事
訟
を
察
す
る
に
鴎
納
の
錦
を
以
て
す
。

此
等
は
高
有
中
に
存
在
せ
る
妙
智
の
働
な
。
。



感

慮

宗
教
は
神
人
交
戚
、
大
我
小
我
の
調
和
に
よ
り
τ

衆
生
の
知
見
を
聞
き
て
、
紳
の
異
理
を
悟
ら
し

め
、
紳
の
内
容
却
も
大
我
と
衆
生
の
内
容
と
を
融
合
せ
し
む
。
此
戚
鷹
に
よ
り
て
人
格
を
更
生
し
、

人
の
子
を
し
て
神
の
子
た
ら
し
む
。
法
華
に
、
所
調
如
来
一
大
事
因
縁
と
は
、
如
来
の
妙
法
を
も
て

衆
生
に
加
被
し
、
衆
生
を
し
て
備
の
知
見
に
開
示
悟
入
せ
し
む
る
に
あ
り
と
。
即
丸
諸
説
の
賓
相
を

知
見
し
悟
入
せ
し
む
。
語
法
の
賓
相
と
は
、
如
是
相
、
乃
至
、
如
是
本
末
等
、

。
、
因
と
は
衆
生
の
本
有
の
悌
性
と
過
去
の
善
法
と
に
し
て
、
縁
と
は
如
来
の
加
被
力
な
り
。
こ
の

一
大
事
の
因
縁
を
一
再

聞
係
に
よ
り
て
人
を
更
生
し
悌
道
を
得
せ
し
む
。

密
家
に
大
目
の
三
密
之
、
衆
生
の
三
業
を
、
神
秘
的
致
一
的
に
相
臆
せ
し
め
、
此
加
持
の
カ
に
よ

h
p

て
、
衆
生
本
有
の
心
地
曇
茶
を
開
癒
し
、
即
身
成
備
す
る
に
あb
o

此
神
人
突
戚
に
よ
b

て
衆
生
の
知
見
を
開
き
、
生
備
の
融
合
に
よ
り
て
成
傭
す
。



一
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法
界
を
も
て
身
と
せ
る
寓
物
内
在
の
如
来
の
此
妙
用
を
妙
観
察
智
と
な
す
。
此
智
は
生
悌
戚
腰
、

加
持
相
臆
を
相
と
し
、
衆
生
の
知
見
を
聞
き
、
聖
霊
を
も
て
、
人
を
克
生
す
る
を
用
と
す
。

華
巌
宗
の
十
玄
縁
起
は
法
界
の
賞
徳
に
し
て
、
法
界
理
事
無
碗
。
法
界
心
の
韓
中
の
色
心
寓
訟
な

れ
ば
、
一
切
事
盟
、
人
法
、
生
悌
と
し
て
相
即
せ
F

る
な
〈
、
法
界
心
用
の
活
動
的
願
現
の
色
心
一

切
の
寓
法
な
れ
ば
、
相
互
に
交
渉
し
て
容
れg
る
な
し
。
鰻
用
無
破
、
相
即
相
入
、
園
融
無
碍
。

慢
に
相
即
の
如
来
を
観
じ
己
を
腐
し
て
如
来
を
観
守
る
時
心
の
暴
鰻
即
唯
如
来
相
好
光
明
及
内
包

の
徳
相
の
み
と
な
る
。
法
身
を
親
今
る
時
は
是
心
清
帯
法
身
偏
一
切
慮
に
し
て
己
に
自
己
渡
却
す
。

心
髄
相
即
の
宇
宙
一
切
の
寓
怯
な
れ
ば
、
一
切
色
心
事
現
人
法
と
し
て
自
己
の
心
性
と
、
心
性
相

即
の
如
来
及
清
滞
国
土
を
閥
横
瀬
示
し
て
、
清
帯
法
身
と
相
臆
し
、
心
用
自
在
の
如
来
の
相
好
光
明

等
を
念
品
ヲ
る
時
、
相
容
無
磁
に
し
て
、
如
来
の
高
徳
は
自
己
の
内
容
に
交
戚
す
。

因
果
相
即
し
、
生
悌
相
入
し
て
、
初
接
心
の
菩
薩
の
心
性
即
ち
高
徳
園
満
の
如
来
相
を
離
れ
や
'
o

衆
生
の
三
業
如
来
の
三
密
と
加
持
相
臆
す
。
吾
人
一
心
に
己
を
丞
じ
て
如
来
を
念
守
る
時
、
是
心
是



仰
、
如
来
正
偏
知
海
は
心
想
よ
り
生
中
。

心
健
相
即
は
形
式
じ
於
て
生
備
冥
合
す
。
心
用
相
入
は
内
容
に
於
て
紳
人
戚
臆
す
む

相
即
相
λ
固
融
無
碍
な
れ
ば
、
形
式
と
内
容
と
相
互
に
相
照
相
戚
、
高
物
内
在
の
神
一
一
切
個
々
の

心
、
悉
〈
此
雨
性
能
を
具
す
れ
ば
、
相
互
に
映
現
し
、
帝
網
の
映
光
重
々
無
壷
な
り
。一
塵
に
遁

切
塵
剥
と
相
即
相
入
す
。
一
切
塵
も
ま
た
然
h
o

一
塵
に
無
量
備
剥
を
容
れ
悌
剥
ま
た
安
住
す
。

神
秘
の
妙
用
。
相
即
相
入
園
融
無
碍
の
妙
用
な
れ
ば
、
身
は
東
方
に
在
て
心
は
西
方
を
観
や
る
時
、

東
方
を
移
さ
守
し
て
而
も
西
方
に
あ
ち
。
身
は
紛
々
擾
々
た
る
裟
婆
に
在
っ
て
、
心
は
寂
静
鈍
…
潟
の

浬
般
市
界
に
安
立
す
。

昼
間
に
遁
じ
時
間
に
徹
し
て
即
入
無
碍
な
り
。
法
華
に
大
通
智
勝
仰
の
時
猶
し
今
日
の
如
〈
に
現

在
す
と
。
経
に
云
〈
、
阿
捕
陀
仰
今
現
在
設
法
と
。
此
身
死
し
て
後
説
法
を
聞
〈
と
謂
ふ
な
か
れ
、

即
入
自
在
、
今
現
在
説
法
。

法
身
如
来
に
此
膿
用
即
入
の
乃
至
重
々
無
壷
の
妙
用
あ
る
は
、
之
を
妙
智
と
す
。

=
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如
来
即
ち
真
如
の
本
質
叫
絶
待
観
念
態
に
て
、
カ
に
賞
現
せ
ら
れ
た
る
吾
人
が
経
験
せ
る
客
観
的

方
面
は
、
貨
現
せ
ら
れ
た
る
一
面
に
て
、
本
質
は
無
礁
の
観
念
態
な
り
。
其
方
面
を
心
霊
界
亦
た
常

寂
光
土
と
名
づ
〈
。

妙
観
察
智
は
、
心
霊
界
の
清
帯
妙
法
身
具
相
三
十
二
乃
至
遮
那
国
満
の
珍
御
の
服
を
着
て
、
諸
の

法
身
の
菩
薩
も
相
好
症
巌
し
て
雲
の
月
を
舘
む
が
如
〈
、
其
中
に
如
来
矯
め
に
詑
接
す
る
を
示
す
。

妙
観
察
知
刊
の
中
に
は
、
如
来
の
本
質
は
豊
鏡
に
し
て
、
経
験
界
の
方
面
に
の
み
威
費
的
に
現
象
す

る
の
み
に
あ
ら
守
、
本
質
の
心
界
の
方
面
に
戚
舞
心
像
の
美
天
国
を
現
歩
。
ま
た
如
来
説
法
す
る
と
、

如
来
は
紳
墨
正
義
智
慧
慈
悲
等
の
属
性
あ
る
を
戚
歩
ぺ
し
。

人
心
に
蹴
性
と
現
性
(
性
智
作
智
)
の
ニ
面
あ
り
。
自
然
界
に
謝
し
て
甲
は
所
動
に
し
て
乙
は
能



動
、
甲
は
外
物
に
規
定
せ
ら
る
、
が
故
に
必
然
の
約
束
を
な
し
、
乙
は
能
動
に
し
て
内
よ
り
規
定
す

る
が
故
に
共
活
動
は
自
由
な
b
o

甲
は
経
験
に
し
て
、
乙
は
統
-
に
し
て
合
理
な
り
。
甲
の
特
殊
の
経
験
に
謝
し
て
普
編
の
剣
断
を

典
ふ
。
甲
は
内
容
を
供
し
、
乙
は
形
式
を
供
す
。

察
智
は
内
面
の
理
智
之
外
来
の
戚
費
と
を
調
和
し
、
理
性
2

戚
性
と
の
理
想
肢
態
を
な
す
。

宗
教
に
て
戚
性
よ
り
受
げ
た
る
悌
敬
の
重
像
を
理
性
は
之
を
自
己
の
能
動
力
を
以
て
賞
戚
よ

b

は

高
等
に
理
想
的
に
把
住
し
、
ま
た
之
を
能
動
的
に
反
映
す
。

内
容
能
力
と
形
式
能
力
と
を
調
和
せ
る
理
想
は
是
れ
能
〈
表
象
を
反
映
す
。

例
へ
ば
穆
隼
霊
山
常
在
の
霊
相
の
表
象
に
自
己
の
心
は
優
避
し
、
超
然
と
し
て
霊
山
の
滞
土
に
優

遊
す
る
時
損
容
在
す
が
如
し
。
諸
の
事
者
は
大
曾
に
列
れb
o

天
人
は
諸
の
伎
雌
却
を
奏
し
、
微
妙
な

る
華
を
散
雨
す
る
象
相
は
遁
か
に
議
議
た
る
白
雲
を
排
き
た
る
青
天
に
扮
綿
花

b
o

是
れ
肉
眼
に
量

舷
せ
る
賞
戚
に
ち
あ
ら
今
、
戚
畳
的
表
象
主
離
れ
詑
る
空
想
に
也
も
あ
ら
歩
。

一
-
二
七
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察
智
は
曾
て
経
験
せ
る
戚
畳
を
材
料
と
し
、
理
性
を
以
て
、
察
智
は
之
を
理
想
と
し
て
、
客
鵠
化

し
て
、
昼
中
に
映
現
し
た
る
も
の
と
す
。

表
象
に
劃
す
る
無
限
の
美
的
蝦
象
随
伴
せ
り
。
戚
性
と
理
性
と
融
合
し
、
能
〈
調
和
し
て
、
自
然

に
理
想
界
に
、
七
賓
の
宮
殿
棲
閣
は
雲
中
に
筆
へ
、
諸
の
天
人
は
妙
な
る
伎
楽
を
奏
し
て
遁
遁
し
て

膏
天
に
遊
ぶ
を
見
る
。

如
来
の
察
智
は
宇
宙
察
智
態
な
る
こ
と
を
知
る
。

心
理
的
誼
明
は
、
悌
知
見
開
示
し
て
如
来
の
中
な
る
自
己
な
れ
ば
、
宇
宙
金
値
知
来
の
一
大
心
霊

種
。
宗
教
的
闘
係
に
よ
り
て
、
機
能
一
致
的
に
啓
示
せ
ら
る
、
を
以
て
見
れ
ば
、
如
来
に
は
人
の
観

察
と
致
一
す
ぺ
き
智
躍
な
か
る
ぺ
か
ら
令
。

啓
示
に
よ
り
て
人
の
観
察
に
謝
し
て
、
無
量
百
千
の
相
ぞ
知
見
せ
し
む
る
を
見
れ
ば
、
如
来
の
本

質
内
容
に
は
無
壷
の
性
相
包
含
せ
る
こ
と
疑
ふ
ぺ
か
ら
や
，
。

如
来
は
神
聖
に
し
て
真
理
の
光
を
以
て
我
心
霊
を
照
臨
し
、
正
義
を
以
て
善
悪
を
自
剣
せ
し
め
、



恩
寵
を
以
て
吾
が
心
霊
に
新
鮮
な
る
活
気
を
奥
へ
、
戚
動
せ
し
め
、
苦
難
の
中
に
安
慰
を
典
ふ
。

如
来
に
よ
る
思
寵
の
観
念
に
よ
り
て
霊
的
活
動
を
な
す
。

斯
〈
宗
敬
的
関
係
に
啓
示
す
る
如
来
の
方
面
を
抄
観
察
智
と
名
づ
〈
。

帯
き
に
固
智
と
性
智
と
は
如
来
は
大
観
念
穂
、
一
理
智
、
絶
封
的
寓
象
と
理
性
と
の
み
と
観
じ
来

。
し
が
、
未
だ
内
容
特
殊
の
霊
象
あ
る
こt

と
を
知
ら
ぎ
り
き
。

宗
教
の
精
髄
及
び
理
性
に
自
性
天
異
の
理
性
の
み
に
て
満
足
す
べ
か
ら
今
。
啓
示
に
よ
り
て
意
識

す
ぺ
き
如
来
の
本
質
内
容
を
知
見
し
、
そ
れ
に
霊
活
の
力
を
典
へ
ら
れ
て
始
め
て
心
霊
の
資
糧
と
な

る
ぺ
し
。

如
来
の
内
容
を
知
見
せ
し
む
る
は
尤
も
大
事
の
こ
と
な
り
。

妙
観
察
智
の
啓
示
的
関
係
に
よ
り
て
、
如
来
の
本
質
内
容
を
直
接
に
戚
臆
し
、
即
も
霊
鷹
を
戚
じ

て
、
従
来
の
精
神
生
活
を
超
え
て
、
如
来ω
草
子
と
し
て
墓
霊
の
生
命
を
得
た
る
な
り
。

宗
教
最
深
奥
の
秘
密
の
識
は
啓
示
に
よ
h

て
聞
か
る
h

な
り
。
如
来
の
秘
臓
内
容
は
理
性
的
光
明

=
二
九
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の
み
に
あ
ら
守
し
て
、
誠
に
蓮
華
競
世
界
遮
那
国
浦
の
如
来
身
を
観
る
ぺ
し
。
如
来
八
寓
相
好
光
明

逼
照
は
草
の
理
想
に
あ
ら
ぎ
る
こ
と
を
知
見
す
ぺ
し
。

心
理
的
詮
明
は
如
来
と
心
霊
と
の
直
接
の
戚
交
よ
り
親
胞
に
本
質
内
容
に
接
せ

b
o

観
経
に
如
来
是
法
界
身
、
入
一
切
衆
生
心
想
主
。
法
界
身
と
は
玄
忠
大
師
臼
〈
、
意
識
に
劃
す
る

法
界
な
り
。
言
を
換
へ
て
一
五
へ
ば
観
念
持
な
り
。
故
にλ
衆
生
心
想
と
は
客
観
界
の
入
に
非
中
。
自

己
の
心
霊
即
も
如
来
の
観
念
中
に
あ
り
。
自
己
の
心
霊
開
融
寓
す
る
時
大
観
念
界
に
騎
現
す
る
こ
と
な

b 
o 備

知
見
即
ち
心
霊
開
礎
す
る
時
、
知
来
の
霊
界
願
現
す
。
如
来
相
好
現
歩
。
紳
墨
正
義
現
は
る
。

清
滞
法
界
現
は
る
。

人
の
心
霊
は
大
心
霊
の
個
鐙
な
れ
ば
、
人
の
未
だ
曾
て
経
験
せ
ざ
り
し
霧
界
を
頴
一
不
す
る
に
、
人

の
意
識
の
過
境
的
根
底
を
開
展
す
る
力
は
即
ち
察
智
な
り
。
能
観
所
観
共
に
如
来
の
察
智
は
個
人
心

霊
に
よ
り
て
現
は
る
、
に
外
な
ら
や
。



之
が
知
鬼
を
間
接
せ
ん
と
す
る
内
面
の
衝
動
は
、
即
丸
自
己
に
現
は
れ
た
る
察
智
に
し
て
、
人
の

精
神
中
に
其
形
式
規
律
を
司
る
。
不
断ω
活
動
の
根
底
と
し
て
は
、
活
動
を
以
て
共
中
に
入
b

来
る
。

善
導
大
川
仰
の
、
悌
無
擬
智
を
以
て
衆
生
心
想
の
中
に
入
る
、
と
は
是
れ
なbo

入
A

リ
来
る
と
云
ふ
も
、

客
観
界
よ
ら
来
る
に
あ
ら
や
'
o

個
人
根
底
の
一
大
心
霊
よ
り
鞭
現
し
来
る
な
b

。

人
の
精
神
に
備
性
あ
か
て
、
悌
種
は
綾
よ
り
生
?
と
云
ふ
は
、
よ
し
ゃ
仰
性
あb
と
す
る
も
傭
知

見
間
接
せ
ま
れ
ば
嬬
動
と
な
ら
歩
、
凡
ぬ
れ
に
は
因
縁
あ
ち
て
啓
示
す
。

如
来
の
観
念
の
機
曾
に
よ
り
ず
啓
示
す
。
巳
に
開
礎
し
来
れ
ば
如
来
の
外
に
吾
な
き
を
知
ら
ん
。

然
れ
E

ち
之
ぞ
成
予
る
も
の
は
精
神
な
り
。

何
に
し
て
も
如
来
の
内
容
を
啓
示
す
る
妙
観
察
智
は
宇
宙
に
充
も
て
、
、
宗
教
的
関
係
の
規
律
に
よ

ち
て
啓
示
せ
ら
る
。

直
接
に
交
戚
す
る
自
己
の
精
神
と
は
本
質
に
於
て
一
致
せ
ぎ
る
ぺ
か
ら
ぎ
れ
ば
と
て
、
人
は
生
理

機
能
た
る
が
故
に
、
全
然
如
来
の
本
質
と
一
な
り
と
云
ふ
ぺ
か
ら
歩
。

一一一ー
一ー・
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妙
観
察
智

一
大
心
霊
た
る
法
界
健
性
の
属
性
と
し
、
絶
針
観
念
と
差
別
の
戚
怯
と
理
事
交
渉
し
、
相
即
相
入
、

交
拳
の
智
相
な
り
。

哲
皐
に
云
は
ば
一
切
事
物
相
互
の
闘
係
に
閲
す
る
庭
に
現
る
、
智
、
即
ち
宇
宙
を
構
成
す
る
諸
の

部
分
相
互
の
聞
係
、
ま
た
金
憶
と
部
分
の
関
係
上
に
、
相
互
に
寓
象
相
照
相
戚
の
能
動
と
所
動
の
智

性
が
存
布
す
。
之
を
妙
観
察
智
と
云
ふ
。

法
身
に
妙
不
可
思
議
の
智
相
あ
り
。
事
物
相
互
に
交
戚
宇
臆
の
聞
係
に
よb
て
、

一
方
に
は
一
切

智
よ
ち
自
然
界
の
高
物
を
開
接
し
、
ま
た
宗
敬
に
は
、
如
来
の
一
切
慧
を
ち
て
、
生
側
戚
臆
に
よ
L
V

て
、
衆
生
の
備
知
見
を
閥
横
し
如
来
の
内
包
を
悟
建
せ
し
む
る
所
の
形
而
上
の
理
性
な

b
o

人
の
精
神
作
用
に
相
反
せ
る
二
位
あ
り
甲
は
理
性
乙
は
戚
性
也
。
理
性
は
形
式
動
機
戚
性
は
内
容



の
動
機
、
即
も
能
容
と
所
容
。

理
性
ま
た
観
念
は
自
分
よ
り
他
を
康
〈
眠
覧
す
。
戚
性
は
外
界
の
事
物
の
象
を
受
容
す
る
よ

b

起

す
心
用
な
り
。
寓
有
相
互
の
閥
係
は
能
動
所
動
に
分
つ
。
物
質
に
引
力
拒
力
あ
る
と
同
じ
。

能
観
の
智
は
無
限
の
法
界
を
照
し
、
法
界
を
相
即
し
、
戚
性
は
一
切
の
外
界
の
事
物
の
象
を
受
容

し
て
、
能
観
の
性
E

戚
性
と
相
互
に
交
奉
相
照
、
相
容
無
碍
自
在
の
用
あ
り
c

密
家
に
は
、

六
大
を
法
界
慢
性
と
名
づ
け
、
四
大
を
非
情
と
震
す
。
五
大
悉
〈
如
来
三
摩
耶
身
と
錯
し
、
心
色

一
刻
、
心
即
色
、
無
障
無
碍
、
智
即
境
、
境
即
智
、
智
即
理
、
現
即
智
、
無
碍
自
在
。

六
大
能
〈
四
種
法
身
長
茶
羅
及
三
種
世
間
と
を
生
歩
。

法
界
理
事
法
界
を
遁
じ
て
一
心
の
腫
用
と
す
れ
ば
、
哲
撃
の
所
謂
宇
宙
精
紳
に
形
式
と
内
容
と
て

分
も
、
形
式
と
し
て
は
一
大
観
念
ま
た
理
性
態
な
り
。
大
用
よ
b

額
現
せ
る
一
一
切
事
法
界
は
内
容
な

り
。

一一一‘ ... 
ー一一一



一
ニ
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吾
人
の
観
念
等
は
宇
宙
の
一
大
観
念
と
同
一
に
し
て
、
観
念
及
び
理
性
の
形
式
的
な
る
も
の
は
、

宇
宙
一
憶
な
れ
ば
、

一
切
色
心
等
の
寓
物
悉
〈
相
即
せ
ざ
る
な
し
。
吾
人
の
観
念
の
根
底
全
〈
一
大

観
念
と
一
致
す
。
而
し
て
斯
の
観
念
界
中
の
宇
宙
一
切
前
象
な
れ
ば
、
形
式
に
於
て
相
即
す
。

空
間
時
間
の
形
式
に
よ
り
因
果
律
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
寓
有
は
、
相
互
に
相
即
し
て
遺
す
こ
と
な

〈
、
本
一
躍
観
念
同
一
理
性
の
衆
生
及
び
怖
心
な
り
。

吾
人
が
個
人
精
神
に
形
式
と
内
容
と
の
こ
面
あ
h
o

形
式
は
理
性
ま
た
観
念
に
し
て
、
戚
性
は
内

察
一
な
り
。
理
性
等
は
能
動
に
し
て
自
己
よ
り
外
へ
就
寝
し
、
戚
性
は
所
動
に
し
て
外
よ
り
自
己
に
受
容

す
。此

観
戚
の
二
性
に
よ
り
て
、
-
切
彼
此
の
相
照
相
戚
し
て
、
寓
物
相
互
に
交
戚
字
臆
し
、
形
式
に

相
即
し
、
内
容
に
相
入
す
。

能
生
の
六
大
と
所
生
の
法
と
、
都
ぺ
て
能
所
を
絶
し
、
相
互
交
渉
相
臆
し
、
無
擬
白
布
。

四
憂
、
大
憂
一
冷
備
投
口
薩
相
野
身
、
三
昧
耶
の
所
持
の
傑
峨
等
、
法
憂
本
曾

ω
穂
子
異
・
一
員
等
、
渇



磨
諦
働
菩
薩
の
威
儀
事
業
、
如
是
四
憂
智
印
其
数
無
景
、

は
彼
を
離
れ
や
、
猶
宰
光
無
礁
な
る
如
し
。
故
に
四
憂
不
離
と
云
ふ
。

一
冷
量
同
虚
空
、
彼
は
此
を
離
れ
歩
、
此

三
密
加
持
と
は
、
法
悌
の
三
密
は
甚
深
秘
密
、
一
々
隼
等
〈
剥
塵
の
三
密
を
具
し
て
、
互
に
相
ひ

加
入
し
、
彼
此
揖
持
し
て
衆
生
の
三
密
も
亦
復
是
の
如
し
。

又
三
密
の
金
剛
を
増
上
縁
と
し
て
能
〈
ピY
三
身
の
果
位
そ
誼
す
。

加
持
と
は
如
来
の
大
悲
と
衆
生
の
信
心
と
を
表
す
。
働
日
の
影
衆
生
の
心
水
に
影
現
す
る
を
加
と

日
ふ
。
行
者
の
心
水
能
〈
働
日
を
戚
十
る
を
持
と
名
〈
。
行
者
若
し
能
〈
此
理
趣
を
観
念
す
れ
ば
、

=
一
密
相
臆
す
る
故
に
、
本
有
の
三
身
を
詮
得
す
。

重
ι
v帝
網
、
諸
掌
剥
塵
の
三
密
、
回
融
無
礁
に
し
て
、
ま
た
生
働
重
々
無
壷
の
鏡
中
、
影
像
と
燈

光
の
捗
入
す
る
知
し
。
彼
身
即
是
此
身
。
此
身
如
是
彼
身
。
悌
身
即
衆
生
身
。
衆
生
身
即
是
悌
身
。

不
同
に
し
て
問
。
不
異
に
し
て
異
。
之
等
無
破
。

ピ
M
Y加
持
の
設
に
、
身
無
重
症
離
を
示
現
し
、
ピ
Y
の
一
切
の
身
語
意
三
業
、
一
切
の
蕗
、
切

三
三
五



宮
一
-
ヱ
ハ

の
時
に
、
有
情
界
に
於
て
、
異
言
道
句
の
法
を
宜
設
し
給
ふ
。

華
般
に
は
、

妙
智
の
線
相
、
法
界
若
は
色
、
若
は
心
、
一
切
・
の
象
相
は
、一
大
理
性
に
統
ぺ
ら
れ
、
時
間
昼
間

の
中
の
一
切
塵
沙
の
差
別
の
寓
物
を
統
ぺ
、一
切
の
色
心
、
一
々
の
相
、
同
時
態
に
し
て
前
後
始
終

等
の
別
あ
る
こ
と
な
〈
、
一
切
を
具
足
し
而
も
相
参
雑
せ
歩
。
海
印
三
昧
に
嫡
然
と
し
て
同
時
に
顕

現
す
。
海
印
三
味
と
は
法
界
の
賓
徳
、
法
然
の
智
態
。

編
時
、
編
丞
、
一
切
色
心
寓
訟
を
蓋
し
て
、一
一
切
即
一
、一
即
一
切
、
重
々
無
識
の
交
参
無
碍
の

闘
係
の
象
相
を
抄
智
の
用
と
す
。

一
多
相
入
の
関
係

一
大
心
霊
の
寓
物
は
、
内
容
よ
h

礎
現
し
た
る
一
一
切
色
心
の
も
の
に
は
、
色
心
ニ
質
に
相
互
に
相

接
相
容
の
性
能
を
具
し
、
相
互
に
捗
入
し
、
此
相
容
の
関
係
に
よ
b

て
、
自
然
界
の
高
物
は
法
界
線



起
を
な
し
、
ま
た
人
が
戚
畳
に
よ
b

て
一
切
見
聞
の
経
験
よb
し
て
内
容
を
(
充
)
し
む
。
物
に
引
力

拒
力
あ
る
と
同
じ
。
心
理
に
能
動
所
動
あ
b
o

此
雨
能
に
よ
b

て
、
相
照
相
威
、
能
護
所
識
の
用
ゐ

h
v

て
、
高
物
を
開
殺
し
、
接
動
さ
れ
し
一
切
の
事
冷
の
浪
浪
、
能
入
所
入
の
相
互
の
閥
係
、
物
心
ニ

性
に
各
能
容
所
容
の
雨
能
・
を
具
す
る
故
に
、

一
切
色
心
相
互
の
交
渉
重
々
無
議
。
例
せ
ば
人
の
一
戚
元
質
に
天
僅
無
数
の
星
宿
を
相
容
し
、
ま
た

一
塵
に
一
切
塵
を
容
る
二
念
に
一
切
の
心
を
相
入
し
、

人
の
脳
の
一
戚
元
質
に
雑
多
の
事
を
容
る
、
如
〈
、
菅
に
人
の
み
に
非
守
二
切
微
塵
の
中
に
於
て
、

一
切
の
微
塵
を
相
容
す
る
こ
と
ち
理
に
於
て
相
同
じ
。

経
に
一
微
塵
中
現
=
無
量
剥
→
叉
云
、一
切
悌
剥
微
塵
等
、
爾
所
傭
坐
一
毛
孔
、
皆
有
無
量
菩
薩
衆
、
.

各
震
設
法
普
賢
行
。

本
一
大
心
霊
中
の
不
断
に
賞
現
せ
ら
る
』
一
切
色
心
、

一
個
に
多
数
を
容
れ
、
多
を
一
に
入
る
。

相
誕
と
は
戴
多
の
色
心
が
一
個
の
中
に
容
る
λ

も
、
前
後
な
〈
し
て
、
而
も
一
多
の
相
を
失
は
や
ヲ
。

理
戚
二
性
の
翻
係
に
よ
り
、
一
切
の
寓
象
を
撮
し
て
一
に
容
れ
、
巻
縄
町
同
時
に
し
て
無
碍
な

b
p

一
三
七
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ニ
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一
多
相
容
の

一
一
個
入
一

一
人
あ
り
て
意
ぞ
専
ら
仁
し
て
一
一
怖
を
念
歩
。

一
微
鹿
に
一
法
界
を
相
入
等
。

一
入
一
切

一
月
寓
水
に
浮
よ
。

一
偽
日
一
切
衆
生
の
心
水
に
膝
現
す
。

一
切
入
一

天
膿
無
数
星
辰
人
の
一
服
障
に
相
入
。
法
界
一
切
塵
一
塵
に
入
る
。

一
切
入
一
切

一
切
衆
生
相
互
に
一
切
衆
生
に
相
入
す
。

一
切
塵
に
一
切
鹿
を
相
容
す
。

物
心
、
依
正
、
人
法
、
数
義
、
生
働
、
大
小
、
等
の
相
闘
に
相
互
相
入
無
碍
自
在
。

法
界
に
斯
の
相
入
の
閥
係
に
よ
り
て
生
悌
戚
臆
し
、
如
来
の
思
寵
衆
生
の
信
念
に
相
容
し
、
心
露

を
山
き
知
見
を
典
ふ
霊
力
な
り
。

斯
如H
の
妙
用
に
よ
り
て
自
然
界
の
戚
畳
知
カ
等
の
本
性
に
し
て
、
却
も
人
め
知
力
の
能
知
の
智
と



所
如
の
寓
法
。

心
霊
の
神
秘
的
に
法
慧
悌
の
三
眼
を
も
て
、
備
境
界
の
寓
法
を
戚
臆
知
見
せ
し
む
。

岨
腕
に
相
即
無
磯

一
心
法
界
を
檀
と
せ
る
編
時
間
偏
昼
間
的
の
一
切
の
色
心
、
依
正
、
人
法
、
数
義
等
は
一
大
理
法

に
統
一
せ
ら
る
、
寓
差
の
事
相
な
れ
ば
、
相
互
に
不
可
割
の
闘
係
を
有
す
。
例
へ
ば
吾
人
が
眼
耳
等

よ
b

乃
至
一
毛
一
細
胞
に
至
る
ま
で
各
自
一
の
自
治
健
を
な
す
ち
、一
の
身
穂
に
統
一
せ
ら
れ
相
卸

不
可
離
の
閥
聯
を
な
す
如
し
。

圏
融
法
界
無
聾
の
縁
起
な
れ
ば
、
一
即
一
一
切
、一
切
即
一
、
圃
融
無
碍
な
り
。
若
L

同
種
門
に
約

せ
ば
自
ら
具
足
し
て
一
切
の
法
を
揺
す
。
然
る
に
此
自
の
一
切
復
自
ら
相
即
相
入
し
て
重
々
無
謹
。

鰭
の
有
性
と
無
性
と
に
依
っ
て
、
相
即
自
在
。
相
即
と
は
自
を
麗
し
て
他
に
岡
や
れ
ば
暴
館
会
〈

是
れ
彼
。

一
切
の
法
而
ち
恒
に
他
を
構
し
て
己
に
同
ゃ
。
彼
一
切
をι
て
即
も
是
己
慢
な
ら
し
む
。

三
ニ
丸
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一
多
相
即
し
混
し
て
障
碍
な
し
是
れ
相
即
の
義
な
・
9
0

上
の
相
容
は
用
の
有
力
無
力
に
し
て
、
即
ち

彼
此
互
に
存
し
雨
鏡
相
照
す
が
如
し
。

心
髄
形
式
相
即
の
故
に
、
凡
夫
の
心
念
諸
備
の
心
と
相
即
し
、
衆
生
相
即
の
如
来
を
念
品
干
る
時
、

自
己
の
心
奉
髄
備
心
を
開
〈
。
理
に
於
て
己
心
一
切
の
高
法
主
相
即
、一
切
の
人
法
依
正
等
に
於τ

ち
相
即
不
離
な
b

，
。
時
間
に
於
て
も
相
即
す
。
此
一
念
心
鰻
、
一
大
理
性
、
無
始
無
終
同
時
態
中
の

念
々
な
れ
ば
、
一
念
一
切
の
念
と
接
績
す
。

経
に
、
初
礎
心
菩
薩
即
是
悌
也
。
此
縁
起
の
妙
班
、
始
終
一
棒
、
始
を
暴
れ
ば
即
も
絡
を
得
。
仙
枠

を
窮
む
れ
ば
方
に
始
に
原
〈
。

同
異
、
多
少
、
有
無
始
終
、
相
即
自
在
に
し
て
、
一
切
無
轟
の
法
門
を
具
足
す
。
一
を
暴
げ
て
主

t

せ
ば
、
除
は
即
も
伴
と
鋳
る
。
道
理
一
も
差
は
今
。

相
即
の
閥
聯
は
昼
間
に
十
方
を
議
し
て
一
切
高
物
悉
〈
閥
聯
し
、
ま
た
時
間
的
に
三
世
の
際
を
徹

し
て
蓮
絡
す
。
法
性
融
通
の
故
に
無
謹
縁
起
し
、
相
由
の
故
に
園
融
法
界
無
毒
縁
起
、
一
な
げ
れ
ば



一
切
並
に
成
守
今
、
此
れ
法
性
の
賞
徳
なb
o

因
果
一
棒
、
無
=
前
後
別
→
地
論
に
云
〈
、
信
地
菩
薩
、
乃
至
不
思
議
働
法
、
第
二
縁
起
「
以
晶
六

相
線
別
等
義
「
而
用
括
v
之
、
明
知
因
果
倶
時
、
相
容
相
即
、
各
揖
二
切
「
互
錫
=
主
伴
吋

経
云
、
此
初
按
心
菩
薩
即
是
備
、
故
悉
典
=
三
世
諸
如
来
-
等
、
亦
奥
昌
三
世
一
一
冊
境
界
-
等
。
足
以

一
乗
義
、
因
果
同
種
、
成
二
縁
起
→
此
を
得
れ
ば
彼
を
う
。
彼
此
相
即
故
、
若
不

v
得
者
、
因
即
不
v

成
、
何
以
故
、
不
ν
得
果
故
非
ν
因
也
。

一
乗
は
一
念
に
即
も
一
切
教
義
理
事
因
果
等
の
一
切
法
何
を
具
足
す
。

冒
一
三
一



相

入

本目

~n 

宇
宙
の
若
は
色
若
し
は
心
、
一
切
の
寓
象
は
一
大
理
性
に
統
一
せ
ら
る
。
事
々
の
戚
性
と
同
一
政

性
と
の
闘
係
は
、
戚
性
は
時
関
空
間
に
塵
沙
の
差
別
を
呈
し
た
る
も
、
一
大
現
世
に
統
揖
せ
ら
れ
て
、

同
時
に
相
醸
し
、
一
切
の
色
心
寓
象
一
々
の
相
同
時
態
に
し
て
前
後
始
終
の
別
あ
る
こ
と
な
〈
、

切
の
個
々
ぞ
具
足
し
て
而
も
相
参
雑
せ
中
。
海
印
三
味
に
柄
然
と
し
て
同
時
に
願
現
す
。
海
印
三
味

と
は
法
界
の
賓
徳
妙
観
察
智
の
作
用
な
り
。
偏
空
間
編
時
間
一
切
色
心
寓
象
を
謹
し
て
二
切
即
一
、

一
即
一
切
、
一
切
即
一
切
、
重
々
無
蓋
の
交
器
関
係
は
斯
知

H

の
妙
用
な
り
。

一
多
の
闘
係
1
1

相
入

(
用
|
|
察
智
の
妙
用l
l

個
々
の
戚
性
能
入
所
入
相
互
関
係
)

一
大
理
性
は
能
襲
、
海
水
が
一
切
個
々
の
波
浪
な
れ
ば
、
術
空
間
時
間
の
中
に
偏
在
せ
る
、
若
し

は
物
若
し
は
心
、

一
塵
一
念
一
大
現
性
の
接
動
な
れ
ば
、
相
互
の
閥
係
は
、
一
々
に
一
切
を
相
察
し



一
念
に
一
切
の
心
を
入
れ
、
一
切
相
互
に
交
渉
し
重
々
無
蓋
な
り
。

倒
せ
ば
人
の
一
戚
畳
に
天
韓
無
数
の
星
宿
を
相
容
る
。
人
の
胸
中
の
戚
畳
の
み
に
非
守
、
一
切
の

微
塵
に
於
て
も
、
互
に
交
渉
し
相λ
す
。

一
に
入
v
一
、
l
l

一
衆
生
と
一
一
臆
身
之
の
闘
係
。

プ
人
二
切
"
I
l
l
-
月
浮
ご
高
水
二
備
入
一
一
一
切
衆
生
念
「

一
切
入V
-
1
-

天
鰹
星
宿
無
数
一
の
眼
球
に
入
る
、
一
壷
入
二
切
金
→

一
切
入
二
切
-
l
l

一
切
傭
互
入
一
切
。

経
二
微
塵
中
、
現
無
量
剥
。
又
云
、

一
切
悌
剥
微
塵
等
爾
所
悌
坐
、
一
毛
孔
皆
有
無
量
菩
薩
衆
、

各
錦
説
普
賢
行
。
叉
、
偏
浦
一
切
諸
法
昇
、

一
切
毛
孔
自
在
現
。

察
智
の
妙
周
は
自
ら
然b
o

罵
ん
ぞ
思
議
す
ぺ
け
ん
。

相

IP 

闘

係

宇
宙
に
編
時
間
昼
間
偏
在
せ
る
物
心
の
寓
象
は
、

一
大
理
性
の
力
に
依
り
て
顕
現
せ
る
色
心
な
れ

一一一一一一一ー
一



コ
一
三
凶

ば
、
い
か
に
襲
化
窮
・
り
な
き
も
本
一
大
理
性
が
活
動
し
て
寓
物
と
成

b

し
な
れ
ば
、
相
互
の
関
係
は

一
一
切
色
心
と
顕
れ
た
る
は
、一
理
に
相
即
し
、
若
し
人
類
に
云
は
ば
、一
切
個
々
の
胸
を
貫
い
て

理
に
統
一
し
、
相
即
し
、
乃
至
一
切
相
即
し
て
、
重
々
無
謹
な

b
o

是
察
智
の
理
髄
な
b
o

偏
一
切

が
時
間
宰
聞
に
議
し
て
一
一
切
悉
〈
相
即
す
。
理
に
よ

b

て
一
貫
し
事
に
関
聯
し
て
無
碍
。一
即
一
切

な
h
o

経
、
初
費
心
菩
薩
即
是
備
故
な
b
o

園
融
相
即
し
始
終
皆
番
、
一
塵
即
一
一
切
慶
、一
念
即
ち
一
切

念
な
り
。

閤
融
法
界
無
蓋
の
縁
起
、
一
な
け
れ
ば
一
切
並
に
成
守
子
。
察
智
は
髄
は
一
即
一
一
切
、
事
一
会
牧
、

因
果
倶
膏
、
無
前
後
別
。
故
に
因
果
倶
時
、
相
却
相
入
。
初
按
心
菩
薩
即
是
傭
故
、
悉
〈
三
世
諸
如

来
と
等
し
。
亦
三
世
僻
境
界
と
等
。
悉
〈
三
世
悌
正
法
主
等
。
法
界
を
壷
し
一
頭
、
因
果
閉
館
、

繰
起
を
成
し
、
此
れ
を
得
れ
ば
彼
を
得
、一
切
相
却
の
故
に
。

宇
宙
寓
有
若
し
は
色
、
若
し
は
心
、
一
大
理
性
に
統
一
せ
ら
れ
た
る
一
切
の
色
心
な
れ
ば
、
相
卸



し
て
隣
る
ぺ
か
ら
子
。
自
ら
深
〈
観
壱
よ
。
宇
宙
全
膿
同
一
理
性
に
印
し
た
る
高
象
な
る
こ
と
を
意

識
す
ぺ
し
。
孟
少
な
る
生
物
の
微
粒
と
人
類
と
相
削
し
。
生
悌
一
如
、
博
識
不
二
、

一
一
期
智
中
の

切
事
々
と
相
印
せ
ぎ
る
な
し
。

力
用
l
l

一
切
力
別
は
同
じ
く
一
理
の
動
力
に
よ
ち
て
、一切
の
色
心
と
現
じ
た
る
寓
物
色
心
、

一
冷
の
戚
性
は
相
互
に
交
渉
し
、
鏡
と
鏡
と
相
映
照
せ
る
如
〈
、
法
界
一
切
の
事
々
堂
議
し
て
個
心

に
映
じ
、
相
互
映
飾
し
て
相
容
無
碍
の
カ
用
あ
り
。

理
の
相
郎
、
戚
性
の
相
容
、
館
用
相
互
の
関
係
を
な
す
ぺ
き
性
能
あ
る
を
察
智
な

h
y

と
す
。

察
智
形
而
上
の
理

如
来
の
一
切
慧
と
一
切
能
と
の
閥
係
。
一
大
理
智
の
頴
現
た
る
一
切
の
色
心
な
れ
ば
、
韓
に
於
て
相

却
し
用
に
於
て
相
容
し
、
髄
に
於
て
一
能
に
於
て
交
捗
し
、
色
心
二
位
、
相
互
の
因
縁
の
交
戚
あ
ち
。

察
智
は
性
は
理
事
の
ニ
性
、
理
戚
二
性
の
闘
係
。
能
に
は
雨
龍
の
闘
係
ゐ
h
o

寓
有
雨
性
雨
龍
の
交
戚
闘
係
に
よ
h
て
、
天
則
秩
序
の
造
化
妙
用
あ
ら
し
め
、
陰
陽
ニ
性
の
雨
動

宮
一
三
五
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力
炉
天
地
を
活
動
し
、
雌
雄
爾
性
と
能
と
の
闘
係
に
よ
り
て
、
造
化
の
妙
用
を
な
す
如
〈
、
雨
性
能

の
交
戚
冷
謄
に
よ
b

て
、
生
殖
作
用
を
な
す
如
き
、

陰
陽
交
戚
の
理
i
l

天
地
の
戚
鷹
に
よ
り
て
寓
物
を
開
接
し
造
化
の
妙
用
あ
り
。
陰
陽
二
動
の
戚

膳
に
よ
b

て
、
天
慢
の
星
宿
は
運
行
すc

宇
宙
本
一
大
心
霊
に
し
て
、
智
と
能
と
の
作
用
に
よ
り
て
千
獲
高
化
無
窮
の
妙
用
を
な
す
。
悉
〈

交
戚
霊
智
の
作
用
な
ら
F
る
な
し
。
陰
陽
二
集
は
理
戚
二
位
の
自
然
的
現
象
なb
o

一
切
の
生
物
を
地
じ
て
、
エ
少
な
る
植
物
に
も
、
此
雨
性
を
一
個
の
中
に
具
備
し
て
自
ら
交
戚
し

て
生
殖
し
、
雌
雄
雨
性
が
健
を
分
つ
に
至
つ
て
は
、
雨
性
会
時
.
交
戚
し
て
生
殖
作
用
を
な
す
事
は
、

大
に
し
て
は
天
地
陰
陽
の
戚
臆
よ
り
一
切
の
生
物
動
植
物
を
遁
じ
て
、
雨
性
能
の
交
戚
字
醸
に
よ
・

9

て
生
殖
す
。

知
能
間
接
の
理
に
於
て
も
同
じ
〈
児
童
に
理
戚
二
位
の
伏
能
あ
り
て
、
之
を
敬
養
し
て
理
性
は
内

よ

b

稜
育
せ
ん
と
し
、
戚
性
は
外
よ
り
受
容
し
、
備
教
に
云
は
ゆ
る
本
有
と
・
新
薬
な
り
。



去
数
に
は
神
人
交
戚
の
現
。
卸
も
現
性
は
人
の
本
能
に
一
大
理
性
に
賦
せ
ら
れ
て
潜
伏
態
なbo

感
性
に
は
榊
の
墓
霊
を
威
子
ぺ
急
性
能
を
有
し
、
宗
教
的
閥
係
、
神
人
交
戚
の
作
用
に
よ
り
て
、
理

佐
は
開
礎
し
、
戚
性
に
於
て
は
悪
霊
に
戚
臆
し
、
理
性
開
按
す
る
時
は
自
性
天
異
を
知
見
し
、
戚
性

仁
於
て
は
榊
の
霊
能
宇
宙
に
充
満
し
無
量
の
妙
理
あ
る
こ
と
を
。

宇
宙
に
一
大
心
震
に
妙
智
即
霊
知
霊
能
の
戚
膳
に
よ

b

て
、
物
心
高
物
を
開
殺
す
る
大
用
な
り
。

相
卸
相
入
の
性
能
は
我
一
心
に
如
来
を
念
守
る
時
、
吾
に
力
な
〈
如
来
の
霊
薬

b

て
我
が
心
霊
を

威
化
し
給
ふ
。
此
に
於
て
か
入
我
々
入
の
相
卸
相
入
の
戚
臆
作
用
あ
り
。
戚
性
に
よ

b

て
霊
を
戚
じ
、

理
戚
一
致
し
て
之
を
投
映
し
て
、
如
来
は
紳
墓
、
慈
悲
、
正
義
と
し
啓
示
す
。

此
神
人
交
戚
の
闘
係
に
よ
り
て
戚
鷹
字
化
し
て
人
格
を
誕
生
す
。
イ
エ
ス
巳
に
十
字
架
上
仁
か
、

b

埋
葬
せ
ら
れ
し
後
、
十
一
の
弟
子d
N
9ラ
ヤ
に
往
き
て
イ
エ
ス
を
見
る
。
語b
M
り
る
は
、
天
の
う

丸
地
の
上
の
凡
て
の
植
を
我
に
賜
ふ
云
々
。
又
四
十
日
の
問
其
徒
の
鋳
に
現
は
れ
て
イ
品
ス
が
天
に

鼻
る
を
見
せ
た
b
t
o

三
宮
一
七



三
一
-
一
八

又
4
v
Jア
ヨ
ス
ア
の
日
弟
子
等
一
慮
に
集
b

在
b

、
俄
に
天
よ
b

迅
風
雲
霊
に
浦
さ
れ
、
墨
霊
に

満
き
し
む
る
者
は
諸
国
の
、-
-
t
i
-
-

・
:
:
;
:
:
:
:
ハ
断
絶
)

諸
法
相
即
闘
係

宇
宿
高
有
は
一
大
理
性
に
統
一
せ
ら
れ
て
不
可
離
の
閥
聯
を
な
す
。
若
し
は
色
、
若
し
は
心
、

郎
一
切
、
一
切
邸
一
、
園
融
無
碍
な
り
。
相
邸
の
形
而
上
の
理
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
‘
高
有
を
統
一

せ
る
一
大
理
性
お
も
認
めg
る
ぺ
か
ら
守
。
高
物
は
此
の
一
大
理
系
に
繋
れ
る
を
以
て
不
可
割
の
闘
係

を
な
し
て
、
時
間
に
相
却
し
空
間
に
相
卸
す
。

相
卸
の
能
却
は
理
慢
に
し
て
、
所
卸
は
事
冷
戚
性
な
・9
0

昼
間
は
一
郎
一
切
、
一
を
拳
「
る
時
は

宇
宙
寓
有
を
牧
め
て
遺
す
こ
と
な
〈
、
時
間
に
は
一
念
に
無
量
劫
を
卸
し
て
除
な
し
。

若
し
相
却
の
統
一
せ
る
理
性
と
所
却
の
事
々
の
戚
性
と
の
二
位
を
離
れ
て
は
高
法
縁
起
不
可
能
な

b 
。



今
相
卸
を
離
れ
て
一
切
不
可
能
の
理
を
卑
近
な
る
も
の
を
以
て
例
せ
ば
、
睡
に
於
て
相
離
る
ぺ
か

ら

F
る
聞
係
を
有
す
る
の
み
に
あ
ら
守
、
相
即
を
離
れ
て
は
寓
物
は
共
の
能
力
を
失
ふ
q

例
へ
ば
人
の
眼
は
よ
〈
物
を
視
る
も
人
館
に
即
し
て
始
め
て
調
官
の
能
あbo

若
し
人
飽
を
離
れ

て
眼
濁
b

能
〈
物
を
鵡
る
の
作
用
あ
ら
ん
や
。
地
球
は
太
陽
系
に
即
し
て
地
球
の
劫
あ
り
。
太
陽
は

宇
宙
に
即
し
て
太
陽
の
能
あ
b
o

寓
物
一
大
理
性
と
高
有
相
互
と
の
聞
係
を
離
れ
て
存
在
す
ぺ
き
も

の
に
非
守
し
て
、
ま
た
各
々
共
能
な
き
なh
v
o

宰
聞
に
相
却
。
天
睡
の
星
宿
は
地
球
の
如
き
の
諸
の
星
宿
と
太
腸
と
の
聞
係
よhv
、
太
陽
系
を
な

し
、
甲
の
太
陽
系
t

し
乙
の
太
陽
系
と
網
肢
を
な
心
て
、
宰
聞
に
羅
列
し
、
貨
に
因
陀
羅
網
の
如
き

の
不
可
離
の
聞
係
を
以
て
相
却
し
二
ι
Z昼
球
に
存
在
せ
る
寓
物
も
此
相
即
に
挽
る
ぺ
き
も
の
な
し

時
間
に
は
無
始
以
来
世
界
は
因
果
衣
第
に
閥
聯
し
、
成
住
壊
宰
の
渡
を
な
し
な
が
ら
時
間
的
に
聯

絡
し
て
相
即
し
、
事
相
に
は
轄
鐘
無
窮
な
る
も
一
理
に
よ
0

て
相
即
す
。

地
球
の
生
物
準
化
の
謹
績
に
つ
き
て
も
、
原
始
的
生
物
よ
b

衣
第
に
向
上
し
接
建
し
、
担
代
の
人

一
-
一
三
九



問
。

類
に
至
る
ま
で
生
命
の
相
績
は
、
子
々
闘
聯
し
て
相
即
し
て
間
断
あ
る
こ
と
な
き
一
系
連
綿
、

曲
事
「
れ
ば
一
切
を
牧
む
。

を

若
し
無
量
の
生
死
あ
り
と
せ
ば
無
量
劫
仁
相
績
し
て
相
即
す
。

個
人
の
生
命
に
於
て
も
托
胎
の
一
念
よ
り
死
に
至
る
ま
で
念
々
関
係
し
て
不
可
断
の
闘
係
ゐ
旬
。
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妙
観
察
智

宇
宙
一
鐙
の
寓
物
な
れ
ば
一
切
の
物
ム
ザ
は
相
即
す
。
又
寓
物
は
相
互
に
融
合
し
、
交
渉
し
相
入
り

相
合
-
ふ
作
用
を
有
す
。一
が
一
切
に
入
る
。
例
へ
ば
一
月
天
に
在
っ
て
影
高
水
に
浮
ぷ
如
〈
、
切

が
一
に
入
る
。
天
上
無
載
の
星
宿
は
眺
む
る
人
の
腫
中
に
入
る
。
高
物
が
相
互
に
躍
に
於
て
相
即
し

用
に
於
て
相
入
し
て
碍
る
な
き
は
妙
智
の
用
な
り
。
如
来
と
衆
生
と
戚
臆
し
無
量
々
ム
ザ
の
法
界
を
凡

夫
一
念
中
に
相
入
す
。
偽
心
と
凡
心
と
交
渉
し
、
入
我
我
入
の
抄
用
よ
り
、
衆
生
の
知
見
を
聞
き
悌

界
に
悟
入
せ
し
む
る
は
斯
の
妙
智
な
砂O

相
性
二
智
は
普
偏
的
に
し
て
理
性
なb
o

察
作
雨
智
は
特
殊
的
に
し
て
事
相
なb
。

大
甑
念
態
の
中
に
無
擾
の
事
理
の
相
象
を
含
蓄
し
て
、
業
生
に
示
す
。

三
回
-



回

宗
敬
に
如
来
大
智
慧
光
明
中
に
入b
て
種
・
々
の
啓
示
を
典
へ
ら
る
、
は
察
智
な
L
9
0

概
念
界
中
無
壷
の
秘
密
臓
を
知
昆
す
る
こ
と
を
う
る
な
り
。
如
来
内
容
無
毒
の
秘
蔵
は
啓
示
せ
ら

る
、
な
れ
ば
単
に
理
性
を
以
て
謹
明
す
ぺ
か
ら
や'o

如
来
内
容
の
秘
戒
を
知
見
す
る
こ
と
を
う
る
は
、
心
理
的
誼
明
、
啓
示
に
よ
り
て
詮
明
す
る
外
に

由
な
し
。

傭
敬
に
三
論
天
台
等
は
大
観
念
態
、

清
帯
法
身
は
絶
劃
理
性
と
絶
卦
観
念
と
の
み
な
り
。
純
粋
清
津
の
理
健
の
大
光
明
は
常
寂
光
土
法
身

一
大
理
智
態
を
異
知
貫
相
と
な
す
。
故
に
如
来
常
寂
先
土
に

な
れ
ば
な
り
o

兵
言
華
巌
に
至
っ
て
心
霊
界
特
殊
の
事
相
、
一
切
寓
法
悉
〈
大
日
普
門
の
相
に
て
、
四
智
。

妙
観
察
智
は
前
の
大
観
念
一
理
を
地
健
と
し
て
、
又
差
別
の
戚
費
の
方
と
を
調
和
し
、
壁
方
を
互

映
す
る
が
故
に
、
戚
畳
の
事
法
界
之
、
理
智
の
差
別
の
事
相
と
を
照
し
合
せ
て
、
事
理
法
界
を
見
る
。

而
し
τ

察
智
は
魔
智
の
如
〈
、
戚
費
の
み
じ
あ
ら
守
し
て
、
思
考
観
察
の
作
用
あb
て
、
理
を
以
て



事
を
照
し
、
事
を
以
て
理
に
曾
す
。
錐
方
を
照
曾
す
る
徳
ゐb
。

華
厳
の
四
法
界

事
々
無
碍

一
、
理
法
界i
l

理
智
。
一
一
、
事
法
界ll

作
智
。

三
、
理
事
無
碍
法
界
|
|
察
智
。

岡
、
事
A
グ
無
碍
法
界
|
|
理
性
界
中
の
事
冷
圃
融
無
碍ll

察
智
。

事
々
無
碍
を
照
曾
す
る
は
、
理
智
を
地
慢
と
し
、
戚
費
の
寓
事
を
理
に
曾
し
て
、
ま
た
事
々
は
も

と
躍
中
の
特
殊
の
戚
舞
髄
な
れ
ば
、
事
と
理
は
副
通
す
。
事
と
事
と
に
於
て
も
同
一
の
理
。

例
へ
ば
人
の
頭
脳
の
一
戚
元
質
は
微
細
な
れE
も
、
天
鰻
無
遁
の
星
宿
舎
容
れ
て
除
り
あ
り
。
大

観
念
中
の
無
歎
の
星
宿
な
れ
ば
なb
o

現
性
に
よ
る
察
智
は
、
理
と
し
て
未
だ
経
験
せF
る
宇
宙
の
無
遁
界
の
高
物
を
一
戚
元
に
牧
む
。

一
戚
元
は
観
念
を
以
て
無
限
の
宇
宙
を
大
観
す
。
観
念
を
扶
〈
る
に
理
智
を
以
て
す
。
宇
宙
を
一
貫

冒
一
回
=
一



し
て
遣
す
'
』
と
な
り
れ
ば
なb
o

一
個
人
の
心
性
察
智
に
宇
宙
の
寓
有
の
色
心
を
牧
容
す
る
と
同
じ
〈
、

の
個
々
を
容
れ
て
無
碍
なb
o

訟
に
於
て
事
々
無
硬
論
起
る
。

十

玄

』且占
ノ、

相

同
時
具
足
相
臆
門

華
巌
に
、
四
法
界
の
事
々
無
磯
の
理
よb
十
玄
六
相
を
割
出
す
。

庚
狭
自
在
無
磯
門

一
多
相
容
不
同
門

諸
法
相
即
自
在
門

秘
密
隠
頴
倶
成
門

微
細
相
容
安
立
門

宮
一
凶
四

一
切
の
個
々
に
ま
た
一
切

一
義
毎
に
多
義
、
多
義
に
一
義
。

十
義
同
時
相
臆
し
-
大
縁
起
と
な
し
、
前
後
始
終
の
差
別
な
し
、
具
足
闘
満

一
即
一
切
、
一
切
即
一
、
園
融
無
硬
。

此
庭
に
隠
は
れ
彼
慮
に
頴
は
れ
、
不
思
議
同
時
に
。

十
義
一
念
中
に
(

)
を
現
じ
徹
底
中
に
安
立
。



因
陀
羅
網
境
界
門

託
事
額
法
生
解
門

十
世
隔
法
異
成
門

融
無
硬
な
り
。

主
伴
国
明
具
徳
門

一
、
敬
一
服

一
、
解
一
間

玉
、
人
(
鵬

七
、
法
一
糊 ず

事
を
別
事
に
よ
せ
て
現
は
す
。

十
世
隔
て
異
法
が
同
時
に
、
十
義
は
堅
に
十
世
仁
遁
守
れ
ば
ま
た
十
世
に
国

詮詮
践聞

畳舞
了了

十

義

理教

一
一
、
理
(
都

修解

行行

四
、
因
一
酬

法人

六
、
境
(
儲

知法

見錘

八
、
依
(
什

別等
修
因戚蹄

住
階

界界

正依

事理果行位揖嬢嬢

一
一
]
周
五



=
一
回
宍

九
、
根
一
赫

生生

集根

欲嬢

十
、
髄
一
繍

詰法

値本

用髄

十
義
に
十
番
の
園
融
具
足
を
論
守
る
を
十
玄
縁
起
と
云
ふ
。
同
時
具
足
、
上
の
十
義
が
同
時
相
鷹

9

唯
心
岡
轄
善
成
門

十
義
は
唯
だ
如
来
自
性
情
滞
心
の
性
徳
か
ら
轄
成
す
、
如
来
の
一
心
よ
b

廻

轄
し
て
差
別
の
相
を
現
4
7
0

十
円
の
中
初
め
の
一
は
線
稀
に
し
て
他
の
九
つ
は
別
稀
な
り
。
穂
別
並
び
暴
げ
重
々
無
毒
の
縁
起
。

六
相
に
よ
り
て
十
玄
縁
起
を
成
立
す
。

...L・
F、

相

圃

融

門

行

布

r~ 

程
l
l

綿
相
。
(
一
含
多
徳
)

別
相
l
l
(多
徳
非
一
)

相
l
l

同
相
。
(
多
義
不
相
違
岡
成
一
様
)

異
相
1
1
(
多
義
相
望
各
異
)

用
ー
ー
成
相
。
(
由
此
諸
義
縁
起
成
故
)

壊
相
l
l
(
諸
義
各
住
自
法
不
移
動
)



因
陀
羅
微
細
境
界
門

ハ
他
二
門
欠
)

帝
網
映
現
の
喰
を
以
て
、
上
の
諸
法
が
鰹
用
相
即
相
入
自
在
、
隠
映
互
現
し
て
重
々
無
量
な
る
を

明
す
ρ

経
に
、
於
二
微
塵
中
「
各
示
那
由
他
無
数
諸
悌
於ν
中
説
法
等
。
叉
云
如
二
微
塵
所
=
示
現
「

一
一
切
微
塵
亦
如v是
。

館
用
相
即
、
因
果
同
時
、
初
後
港
管
、
悉
〈
一
心
に
園
浦
し
、
乃
至
法
界
を
塵
内
に
願
は
し
、
賓

剰
を
毛
端
に
現
中
。
塵
性
異
に
順
子
る
時
は
則
も1
7替
な
し
。

一
切
の
法
全
〈
性
に
依
て
顕
は
る
。

此
故
に
一
塵
に
一
切
の
事
を
見
る
。
前
相
即
入
自
在
撮
二
切
法
-
童
窮
、
法
界
帝
網
の
如
〈
に
成
予
。

五

微
細
相
容
安
立
内

上
の
諸
義
、
始
終
同
時
に
、
前
後
逆
順
等
一
切
法
門
を
具
足
し
、一
念
の
中
に
於
て
同
時
に
審
頭

頴
現
す
。

経
に
、
一
毛
孔
中
、
無
量
備
剥
、
症
巌
滑
帯
、
暁
然
安
住
。
叉
云
、
於
一
塵
内
、
微
細
闘
士
、

明
鹿
等
、
皆
於
ν
中
住
。

一
一
一
四
七



一
=
四
八

譜
の
縁
起
大
小
の
相
を
壊
せ
守
し
て
、
同
時
額
現
の
義
を
明
す
。
帝
網
は
重
々
映
拐
を
明
し
、
務

頭
嫡
現
は
微
細
に
揮
す
。

-L・
，、

秘
察
隠
頴
倶
成
門

上
の
諸
義
隠
額
倶
時
に
成
就
す
る
義
。
己
に
一
多
縁
起
、
重
ι
ザ
無
輩
、
乃
至
微
細
安
立
の
義
を
明

し
た
り
。

四
重
無
礎
。
一
、
慮
無
碍
。
謂
東
方
即
西
方
な
る
を
以
て
、
東
を
移
さ
守
し
て
常
に
西
に
在
b
o

二
、
偽
無
碍
。
東
備
即
西
備
故
、
在
=
東
偽
前
「
即
是
在
-
-
西
備
前
建
-
也
。
一
ニ
、
身
無
碍
。
在
=
東
身
、

即
在
=
西
身
-
故
、
不v動
=
東
方
石
川
現
ν
西
。
四
、
出
入
無
碍
。
出
定
入
定
即
入
無
碍
。

七

諸
撒
純
雑
具
徳
門

上
の
諸
義
或
は
純
或
は
雑
、
前
の
人
法
等
の
、
若
は
人
門
を
以
て
取
ら
ば
、
即
ち
一
切
皆
人
の
故

に
、
純
主
名
づ
付
、
入
門
に
具
に
昭
事
等
一
切
の
法
を
含
む
。
故
に
雑
と
な
す
。
例
せ
ば
菩
薩
三
昧

中
に
布
施
を
行
守
る
こ
と
無
量
に
し
て
更
に
除
行
な
し
。
故
に
純
と
な
す
。
或
は
一
三
昧
に
入
て
施



戒
度
生
の
無
量
の
雑
行
倶
時
に
成
4
7る
を
雑
と
な
す
。
法
界
中
の
心
相
即
入
の
純
雑
自
在
具
足
せ
ざ

る
な
し
。

八

十
世
隔
法
異
成
門

止
の
諸
義
十
世
中
に
遁
し
、
同
時
に
別
異
に
具
足
じ
顕
現
す
。
十
世
と
云
ふ
は
過
去
未
来
現
在
の

三
世
各
々
三
世
あ
h
v
o

即
も
九
世
と
な
る
、
然
る
に
此
九
世
迭
に
相
即
相
入
の
故
に
線
一
を
成
今
。

線
別
会
し
て
十
世
。
此
十
世
を
具
足
し
、
別
異
同
時
に
頴
現
し
て
、
縁
起
を
な
す
故
に
、
即
入
を
得
。

十
世
相
即
相
入
。
一
世
を
奉
れ
ば
縁
起
相
由
の
故
に
同
時
具
足
す
。

前
の
因
陀
羅
等
は
窓
間
的
に
諸
義
の
重
々
無
童
の
闘
係
を
明
し
、
今
は
時
間
的
に
九
世
互
に
相
即

相
入
、
総
別
圃
融
、
無
礎
自
在
、
相
即
相
入
、
一
念
に
無
量
劫
を
牧
め
、
無
量
劫
を
一
念
と
な
す
。

十
世
長
短
自
在
無
磯
。

経
に
云
、
或
以
=
長
劫
直
入
-
一
短
劫
「
短
劫
入
国
一
長
劫
「
或
百
千
大
劫
錆
晶
一
念
「
或
一
念
賞
由
-
百
千
大
劫
「

或
過
去
劫
入
=
未
来
劫
吋
未
来
劫
入
品
過
去
劫
「
如
是
自
在
、
念
劫
無
碍
。

問
丸



三
五
O

九

唯
心
廻
轄
善
成
門

此
上
の
諸
義
唯
是
如
来
臓
の
韓
援
に
よ
り
、
但
性
起
の
具
徳
な
る
が
故
に
、

の
錨
贋
作
し
た
る
所
に
し
て
、
此
臓
性
の
分
に
自
性
な
き
が
故
に
、
上
の
一
一
切
は
唯
心
廻
聴
な
り
と
す
。

一
切
.
縁
起
は
唯
歳
性

十

托
事
顕
法
生
解
門

此
上
の
諸
義
を
額
示
す
る
に
、
具
躍
的
に
表
し
、
事
に
托
し
て
訟
を
顕
は
す
。
謂
〈
理
事
敬
義
等

の
-
切
の
法
門
を
示
す
に
、
経
の
中
に
十
種
の
賓
玉
雲
等
の
事
相
を
設
〈
が
如
〈
、
書
へ
ば
法
の
・
掌

重
を
顕
は
す
錦
に
世
の
賓
を
以
て
表
示
せ
る
が
如
し
。
ま
た
如
意
賓
の
自
在
な
る
は
上
の
諸
義
自
在

な
る
こ
之
を
顕
は
す
。



妙
観
察
智

捕
陀
無
遁
光
即
も
絶
艶
精
神
、

〈
、
影
像
の
世
界
は
爾
陀
の
不
識
精
神
の
自
中
な
る
こ
と
は
、
観
念
賛
明
を
以
て
明
し
た
り
。

一
切
世
界
の
根
底
に
し
て
、
大
圃
鏡
の
如
〈
、
世
界
は
影
像
の
如

捕
陀
は
意
識
精
紳
人
格
の
本
髄
た
る
こ
と
は
心
理
的
誼
明
に
よ
ら
ぎ
る
を
得
予
。

捕
陀
経
費
の
智
慧
光
は
編
ね
〈
法
界
に
周
偏
し
て
衆
生
の
精
神
界
を
照
し
之
に
鯛
る
』
者
解
脱
せ

g
る
な
し
。

捕
陀
心
身
偏
法
界
、
映
現
衆
生
心
想
中
、
是
故
勤
設
常
観
察
。
爾
陀
の
絶
費
不
識
精
紳
大
智
慧
の

発
は
一
一
切
慮
に
周
偏
し
て
是
に
戚
接
す
る
も
の
を
し
て
其
信
機
を
閲
展
し
、
機
能
致
一
的
に
摘
陀
の

賞
在
を
麓
明
す
る
こ
と
を
得
せ
し
む
。

心
理
の
誼
明
と
は
輔
陀
は
意
識
精
神
人
格
の
根
底
な
忍
こ
と
を
誼
得
す
。
捕
陀
は
自
己
精
神
の
含

三
五
一



三
五
ご

蓄
な
る
を
以
て
心
理
謹
明
と
し
て
客
観
界
に
覚
む
べ
か
ら
歩
。
自
己
精
神
の
根
底
に
向
っ
て
観
千
ぺ

し
。
根
底
即
是
絶
封
無
遁
の
光
な
る
を
以
て
の
故
に
、
観
経
に
是
心
作
備
と
、
又
諸
傭
正
編
知
海
は

心
想
よ
り
生
今
と
。

人
格
機
制
を
超
越
し
て
自
己
を
離
れ
其
根
底
に
到
達
す
る
時
は
、
我
を
離
れ
た
る
絶
鈎
精
神
な
れ

ば
、
共
中
に
頴
現
し
知
見
せ
ら
る
、
込ω
J
M
知
ら
捕
陀
な
り
。
悌
知
見
開
示
し
ぬ
れ
ば
悌
よ
り
知
見

を
奥
へ
ら
る
、
と
共
に
、
自
己
の
先
見
な
れ
げ
其
深
奥
な
る
機
能
に
於
て
は
、
捕
陀
の
絶
到
な
る
機

能
と
致
一
せ
る
が
故
に
、
彼
と
我
と
の
へ
だ
て
な
〈
、
客
健
と
主
鰹
と
の
別
を
見
や
。
妙
観
察
智
は

機
根
に
鷹
じ
て
開
示
を
蒙
る
。
人
の
輔
陀
と
機
能
致
一
の
肢
態
な
る
も
、
客
般
に
は
無
建
の
聖
徳
自

然
に
豊
備
し
て
候
〈
る
慮
な
き
も
、
唯
戚
費
的
に
光
明
相
好
等
の
み
を
啓
示
せ
ら
る
、
あ
り
。
ま
た

寓
象
的
に
紳
事
正
義
の
意
志
を
観
す
る
あ
り
。
純
理
想
観
念
に
啓
示
せ
ら
る
、
あ
り
。
無
蓬
の
事
徳

啓
示
せ
ら
る
、
に
耐
へ
た
る
も
の
あb
o

嘱
陀
は
平
等
に
し
て
固
満
豊
備
の
瞳
相
な
れ
E

も
各
自
の

機
能
に
膳
じ
て
啓
示
せ
ら
る
、
深
浅
間
じ
か
ら
や
'
o

絶
針
不
識
の
無
遁
光
は
精
紳
態
な
りD
何
に
依



て
か
相
好
荘
厳
を
啓
示
せ
ら
る
o
答
へ
て
、
此
絶
封
精
紳
は
是
色
の
檀
な
る
が
故
に
色
を
現
子
。
信

論
に
諸
備
法
身
色
相
を
離
る
、
云
何
ぞ
能
〈
色
相
を
現
?
と
。
答
へ
て
臼
〈
、
即
此
法
身
是
色
の
髄

な
る
が
故
に
能
〈
色
を
現
今
。
本
来
巴
京
市
包
心
不
二
な
h
v
o
色
性
即
ち
智
な
る
を
以
て
の
故
に
色
髄

無
形
。
説
い
て
智
身
と
名
づ
〈
。
智
性
即
も
色
な
る
を
以
て
の
故
に
説
い
て
捨
身
一
切
蕗
に
偏
す
と

名
づ
{
。

天
然
的
の
人
は
機
制
の
牛
一
理
的
過
程
を
以
て
、
精
紳
生
活
の
根
底
と
し
て
未
r
絶
卦
根
底
あ
b

と

血
児
ら
歩
。
己
に
精
紳
の
捜
底
に
到
っ
て
捕
陀
の
啓
示
に
よ
り
て
絶
艶
的
根
底
を
以
て
自
己
の
中
心
と

す
。
是
を
経
に
寸
是
心
是
傭
L
t

云
ふ
。
是
心
是
備
は
是
心
讃
の
啓
示
が
謹
明
す
る
と
こ
ろ
なb
。

是
心
是
備
に
非
守
し
て
云
何
が
是
働
顕
現
せ
ん
。

妙
観
察
智
は
捕
陀
よ
り
衆
生
に
智
見
を
典
ふ
る
の
機
能
に
し
て
機
能
致
一
の
献
な
り
。

-
Z
E
E
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